
類
書

と
　
成

語
　
（
三
）

1
類
書
の
変
容
と
「
出
藍
」

の
成
立
1

湯
　
浅
　
邦

ム憂
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序
　
　
言

君
子
日
く
、
学
は
以
て
已
む
べ
か
ら
ず
。

く
、
泳
は
水
之
を
為
し
て
水
よ
り
寒
し
。

青
は
之
を
藍
よ
り
取
り
て
藍
よ
り
青

　
こ
れ
は
、
『
筍
子
』
勧
学
篇
冒
頭
の
一
文
で
あ
る
。
萄
子
は
、
い
わ
ゆ
る
天
人
の

分
や
性
悪
説
を
背
景
に
、
人
間
の
後
天
的
な
作
為
的
努
力
、
す
な
わ
ち
学
問
に
よ
る

自
己
改
革
の
重
要
性
を
力
説
す
る
。
『
荷
子
』
全
篇
の
最
初
に
勧
学
篇
が
置
か
れ
、

ま
た
、
そ
の
冒
頭
部
が
右
の
よ
う
な
文
章
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た

荷
子
の
思
想
を
端
的
に
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
冒
頭
部
は
「
出
藍
の
誉
れ
」
の
出
典
と
し
て
も
著
名
な
箇
所

で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
成
語
は
、
「
弟
子
が
師
よ
り
も
優
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
人

口
に
檜
灸
し
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
『
筍
子
』
の
原
文
に
は
、
「
出
藍
」
と
い
う

表
現
を
導
く
た
め
に
必
要
な
「
出
」
と
い
う
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の

原
義
も
、
個
人
の
学
問
に
よ
る
自
已
改
革
の
重
要
性
を
説
く
も
の
で
あ
っ
て
、
必
ず

し
も
、
弟
子
が
師
よ
り
勝
る
と
い
う
師
弟
関
係
を
説
く
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
成
語
の
表
現
と
意
味
と
は
、
い
か
な
る
経
緯
に
よ
っ
て
変

化
し
、
ま
た
固
定
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
既
に
、
中
国
の
古
典
を
出

拠
と
す
る
成
語
の
誕
生
に
つ
い
て
、
中
国
古
代
の
百
科
全
書
「
類
書
」
と
の
関
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

か
ら
考
察
を
加
え
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
「
出
藍
」
の
成
立
過
程
を
辿
り
な

が
ら
、
類
書
と
成
語
と
の
関
係
、
及
び
類
書
自
本
の
性
格
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
な
お
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
成
語
は
現
代
中
国
で
は
「
青
出
干
藍
」
、
日
本
で

は
．
「
出
藍
（
の
誉
れ
）
」
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」
な
ど
の
表
現
が
並
存

し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
成
語
を
表
す
場
合
、
便
宜
上
「
出
藍
」
と
称
し
、

ま
た
そ
の
出
拠
と
さ
れ
て
い
る
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
該
当
部
分
を
便
宜
上
「
勧
学
」

章
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
．

、
『
萄
手
』
勧
学
篇
の
原
義

　
本
章
で
は
先
ず
、
「
出
藍
」
の
出
拠
と
さ
れ
る
『
荷
子
』
勧
学
篇
冒
頭
部
（
「
勧
学
」

章
）
全
文
の
意
味
を
確
認
し
、
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
な
お
、
原
文

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
両
社
会
科
学
）
第
二
十
八
巻
　
七
一
頁
∫
九
五
頁

平
成
六
年
十
二
月
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に
は
行
論
の
便
宜
上
、
文
番
号
を
付
記
す
る
。

　
　
　
君
子
日
、
学
不
可
以
已
。
青
取
之
於
藍
而
青
於
藍
、
沐
水
為
之
而
寒
於
水
。

　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
木
直
中
縄
、
韓
以
為
輪
、
其
曲
中
規
、
難
有
稿
暴
、
不
復
挺
者
、
軽
使
之
然
也
。

　
　
故
木
受
縄
則
直
、
金
就
礪
則
利
、
君
子
博
学
而
日
参
省
乎
己
、
則
知
明
而
行
無

　
　
過
実
。
故
不
登
高
山
、
不
知
天
之
高
也
、
不
臨
深
簸
、
不
知
地
之
厚
也
、
不
聞

　
　
先
王
之
遷
言
、
不
知
学
問
之
大
也
。
干
越
夷
墾
之
子
、
生
而
同
聲
、
長
而
異
俗
、

　
　
教
使
之
然
也
。

　
　
　
君
子
日
く
、
学
は
以
て
已
む
可
か
ら
ず
。
青
は
之
を
藍
よ
り
取
り
て
藍
よ
り

　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
u
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
青
く
、
泳
は
水
之
を
為
し
て
水
よ
り
寒
し
。
木
の
直
き
こ
と
縄
に
中
る
も
、
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
の

　
　
め
て
以
て
輸
と
為
せ
ば
、
其
の
曲
規
に
中
る
。
稿
暴
有
り
と
難
も
、
復
た
挺
び

　
　
ざ
る
者
は
、
軽
め
た
る
こ
と
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
な
り
。
故
に
木
は
縄
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
ど
　
　
　
　
1
3

　
　
く
れ
ば
則
ち
直
く
、
金
は
礪
に
就
け
ば
則
ち
利
く
、
君
子
は
博
く
学
び
て
日
々

　
　
己
を
参
省
す
れ
ば
、
則
ち
知
は
明
か
に
し
て
行
ひ
過
ち
無
し
。
故
に
高
山
に
登

　
　
ら
ざ
れ
ば
、
天
の
高
き
を
知
ら
ず
、
深
難
に
臨
ま
ざ
れ
ば
、
地
の
厚
き
を
知
ら

　
　
　
　
○
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
⊥

　
　
ず
、
先
王
の
遺
言
を
聞
か
ざ
れ
ば
、
学
問
の
大
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
干
越

　
　
夷
務
の
子
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
声
を
同
じ
く
す
る
も
、
長
じ
て
俗
を
異
に
す

　
　
る
は
、
教
へ
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
な
り
。

　
こ
の
「
勧
学
」
章
の
要
旨
は
、
冒
頭
の
「
学
は
以
て
已
む
可
か
ら
ず
」
の
一
語
に

集
約
さ
れ
る
通
り
、
学
問
に
よ
る
自
已
改
革
の
重
要
性
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
に

続
く
青
と
藍
、
氷
と
水
の
例
、
ま
た
、
木
材
と
金
属
の
例
、
夷
秋
の
子
の
例
な
ど
も
、

全
て
は
後
天
的
な
努
力
、
す
な
わ
ち
学
問
薗
教
育
に
よ
っ
て
自
己
変
革
し
て
行
く
こ

と
の
重
要
性
を
説
く
た
め
の
比
楡
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
唐
の

楊
椋
が
、
青
と
藍
、
氷
と
水
の
比
楡
に
関
し
て
「
以
て
学
べ
ば
則
ち
才
其
の
本
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

遇
ぐ
る
を
楡
う
る
な
り
」
と
注
す
る
通
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
筍
子
』
の
原
文
と
成
語
「
出
藍
」
と
を
対
比
し
て
見
た
場
合
、

二
つ
の
重
要
な
問
題
点
に
気
付
く
。
第
一
は
、
表
現
の
相
違
で
あ
る
。
こ
の
原
文
の

中
に
は
「
出
藍
」
と
い
う
表
現
が
成
立
す
る
た
め
に
必
要
な
「
藍
」
と
い
う
文
字
は

存
在
す
る
が
、
「
出
」
と
い
う
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
第
二
は
、
意
味
の
相

違
で
あ
る
。
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
主
旨
は
、
あ
く
ま
で
個
々
人
に
と
っ
て
の
学
問
の

重
要
性
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
師
弟
関
係
の
逆
転
で
は
な
い
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
表
現
や
意
味
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
の
よ
う
な
説
明
が

な
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
出
藍
」
の
成
立
に
つ
い
て
先
ず
手
掛
か
り
と

な
る
の
は
、
清
の
穫
願
の
『
通
俗
篇
』
の
見
解
で
あ
る
。

　
　
青
出
干
藍
　
　
［
荷
子
勧
学
篇
］
学
不
可
以
已
。
青
出
干
藍
而
青
干
藍
、
泳
水
為

　
　
之
而
寒
干
水
。
又
［
北
史
李
譜
伝
］
青
成
藍
、
藍
謝
青
、
師
何
常
、
在
明
経
。

　
　
（
巻
三
十
草
木
）

『
通
俗
篇
』
は
右
の
よ
う
に
、
先
ず
「
青
出
干
藍
」
と
い
う
見
出
し
を
立
て
、
そ
の

出
典
と
し
て
『
萄
子
』
勧
学
篇
（
文
番
号
2
∫
4
に
相
当
す
る
部
分
）
を
引
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
が
、
そ
れ
に
続
い
て
「
又
」
と
し
て
『
北
史
』
李
譜
伝
の
一
節
を
弓
用
し
て
い
る
。

そ
の
李
譜
伝
の
前
後
を
今
少
し
詳
細
に
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
　
李
諮
、
－
…
・
少
く
し
て
学
を
好
み
、
博
く
諸
経
に
通
じ
、
百
氏
を
周
覧
す
。
初

　
　
め
小
学
博
士
孔
播
に
師
事
す
。
数
年
後
、
王
番
還
っ
て
諮
に
就
き
て
業
を
請
う
。

　
　
同
門
生
之
が
為
に
語
り
て
日
く
、
青
藍
に
成
り
、
藍
に
青
に
謝
す
。
師
何
ぞ
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
あ
ら
ん
、
明
経
に
在
り
。

　
こ
の
よ
う
に
、
李
譜
は
初
め
小
学
博
士
孔
播
に
師
事
し
て
学
ん
で
い
た
が
、
後
に

李
譜
の
学
問
が
進
み
、
逆
に
師
の
孔
播
の
方
が
李
譜
に
つ
い
て
学
業
を
受
け
る
有
様

と
な
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
門
下
生
た
ち
が
、
そ
の
師
弟
関
係
の
逆
転
を
「
青
藍
に
成

り
、
藍
青
に
謝
す
」
と
語
り
合
っ
た
の
で
あ
る
。
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っ
ま
り
、
『
通
谷
篇
』
は
、
「
青
出
干
藍
」
の
出
典
を
『
萄
子
』
勧
学
篇
で
あ
る
と

す
る
と
同
時
に
、
勧
学
篇
の
主
旨
が
成
語
「
青
出
子
藍
」
の
意
味
に
合
致
し
な
い
こ

と
に
も
気
付
き
、
そ
の
意
味
に
直
結
す
る
用
例
と
し
て
右
の
李
譜
伝
の
存
在
を
指
摘

す
る
の
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
現
行
の
故
事
成
語
辞
典
類
に
於
て
も
、
転
義
の

存
在
を
指
摘
す
る
辞
典
で
は
、
そ
の
出
典
と
し
て
『
萄
子
』
勧
学
篇
と
共
に
こ
の
李

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

諮
伝
を
掲
げ
る
場
合
が
多
い
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
李
諮
伝
の
存
在
に
よ
っ
て
、
「
出
藍
」
成
立
の
謎
は
全
て
解
け

た
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
こ
の
李
諮
伝
の
記
載
は
、
「
勧
学
」
章
の

原
義
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
弟
子
が
師
よ
り
も
優
れ
る
」
と
い
う
師
弟
関
係
に
着
眼
す

る
も
の
で
あ
り
、
現
行
の
成
語
「
出
藍
」
の
意
味
に
合
致
す
る
用
例
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
な
お
問
題
は
残
る
。
第
一
に
、
こ
の
用
例
で
も
や
は
り
、
「
青

出
干
藍
」
「
出
藍
」
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」
等
と
い
う
成
語
の
構
成
要

素
で
あ
る
「
出
」
の
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
出
」
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
第
二
に
、
こ
の
李
謹
伝
の
用
例
の
み
で
、
「
勧
学
」
章
の
原
義
が
一
気
に
変
化
し

た
と
い
う
状
況
を
想
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
こ
の
「
勧
学
」
章
を
踏
ま

え
た
と
思
わ
れ
る
表
現
は
、
後
の
詩
文
に
も
多
く
読
み
込
ま
れ
て
行
く
が
、
後
述
の

よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
李
譜
伝
の
よ
う
な
意
味
で
統
一
的
に
使
用
さ
れ
て
い

る
訳
で
は
な
い
。
僅
か
李
譜
伝
の
用
例
一
例
に
よ
っ
て
「
勧
学
」
章
の
原
義
が
一
変

し
て
し
ま
っ
た
と
推
測
す
る
の
は
、
や
や
早
計
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
三
は
、
『
萄
子
』
全
体
に
於
け
る
「
勧
学
」
章
の
位
置
の
問
題
で
あ
る
。
「
出
藍
」

は
『
萄
子
』
全
篇
の
最
初
の
篇
、
し
か
も
そ
の
冒
頭
部
の
一
文
に
基
づ
く
成
語
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
意
味
の
変
容
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
に
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
も
推
測
さ
れ
る
。
前
稿
で
検
討
し
た
「
杷
憂
」
や
「
沈
魚
落
雁
」
は
、
『
列
子
』

や
『
荘
子
』
と
い
う
道
家
の
文
献
の
、
し
か
も
そ
の
篇
の
半
ば
に
位
置
し
て
い
た
。

従
っ
て
、
該
当
部
分
が
他
の
文
献
に
節
略
し
て
引
用
さ
れ
行
く
過
程
で
、
転
義
が
発

生
す
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
著
名
な
儒
家
の
文
献
、
し
か
も

そ
の
巻
頭
の
一
文
が
、
果
た
し
て
容
易
に
そ
の
意
味
を
変
容
さ
せ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
公
冶
長
論
語
」
「
須
磨
源
氏
」
な
ど
の
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
一
般
の
読
書
人
に
と
っ

て
、
古
典
を
巻
末
ま
で
精
読
す
る
の
は
な
か
な
か
に
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
に

言
え
ば
、
『
論
語
』
で
も
公
冶
長
篇
辺
り
ま
で
は
一
応
読
ま
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、

特
に
そ
の
巻
頭
の
部
分
と
も
な
れ
ば
、
読
者
に
熟
知
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、

意
味
が
そ
れ
ほ
ど
容
易
に
変
容
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
三
つ
の
疑
問
点
の
内
、
第
一
の
点
に
関
し
て
は
、
王
念
孫
『
読
書
雑
志
』
に

次
の
よ
う
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
王
念
孫
は
、
宋
本
の
「
青
取
之
於
藍
」
と

い
う
部
分
を
「
青
出
之
藍
」
に
作
る
元
刻
本
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
、

宋
の
王
応
鱗
『
困
学
紀
聞
』
に
引
か
れ
た
建
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
ま

た
、
『
芸
文
類
聚
』
『
太
平
御
覧
』
等
の
類
書
に
採
録
さ
れ
る
引
用
文
も
「
青
出
於
藍
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
荷
子
』
の
原
文
は
本
来
「
青
出
於
藍
」
と
な
っ
て
い

た
の
だ
と
主
張
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
王
先
謙
『
荷
子
集
解
』
は
、
本
文
を
宋
本
に
従
っ
て

「
青
取
之
於
藍
」
と
確
定
し
た
上
で
、
前
漢
の
『
大
戴
礼
記
』
が
「
青
取
之
於
藍
」

に
作
り
、
唐
の
『
群
書
治
要
』
も
「
青
取
之
藍
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、
右
の
王
念
孫

の
説
に
は
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
出
藍
」
の
出
拠
と
さ
れ
る
『
荷
子
』
の
本
文
に
は
、
そ
の
異
同

を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
成
語
「
出
藍
」
は
、
そ
の
揺
れ
て

い
る
本
文
の
内
、
「
出
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
に
関
係
が
あ
る
ら
し
い
こ
と
は
推
測
さ

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）
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れ
る
。
特
に
王
念
孫
の
説
は
、
現
行
の
『
萄
子
』
注
釈
書
や
辞
典
類
に
も
そ
の
ま
ま

継
承
さ
れ
て
お
り
、
「
出
藍
（
の
誉
れ
）
」
と
い
う
表
現
の
直
接
的
な
典
拠
を
こ
の
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

刻
本
の
記
載
に
求
め
る
場
合
も
多
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
出
藍
」
の
起
源
が
元
刻
本
の
「
青
出
之
藍
」
で
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
や
は
り
疑
問
が
残
る
。
何
故
な
ら
、
「
青
出
之
藍
」
と
い
う
記
載
も
、

元
刻
本
に
初
め
て
登
場
し
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
『
萄
子
』
以
外
の
他
文
献
の
用
例

に
、
む
し
ろ
元
刻
本
の
側
が
牽
引
さ
れ
て
、
本
来
の
「
取
」
を
「
出
」
に
改
め
た
と

い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
意
味

の
変
容
の
問
題
は
別
と
し
て
も
、
表
現
の
変
容
す
な
わ
ち
「
出
」
の
起
源
は
元
刻
本

を
遥
か
に
遡
る
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
含
め
、
以
上
三
つ
の
問
題
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
次

に
、
「
勧
学
」
章
が
他
の
詩
文
に
ど
の
よ
う
に
読
み
込
ま
れ
て
い
る
か
、
検
討
し
て

み
よ
う
。

二
、
詩
文
の
用
例

　
「
勧
学
」
章
は
、
『
筍
子
』
勧
学
篇
冒
頭
部
に
位
置
す
る
著
名
な
一
節
で
あ
り
、

後
世
、
多
く
の
詩
文
に
も
読
み
込
ま
れ
て
行
く
。
清
の
『
通
俗
篇
』
や
現
行
の
故
事

成
語
辞
典
類
に
よ
れ
ば
、
「
出
藍
」
の
意
味
の
変
化
は
、
『
北
史
』
李
謹
伝
の
用
例
に

基
づ
く
と
さ
れ
る
が
、
一
方
、
高
名
な
文
人
の
詩
や
文
章
内
で
の
用
例
も
、
そ
の
表

現
や
意
味
の
変
容
を
齋
す
大
き
な
要
因
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
「
出
藍
」
成
立
に

於
け
る
李
譜
伝
の
意
義
を
確
認
す
る
上
で
も
、
こ
れ
ら
詩
文
の
用
例
を
検
討
し
て
み

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
先
ず
、
前
漢
の
－
『
准
南
子
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
が
見
え
る
。

　
　
今
浬
を
以
て
絡
を
染
む
れ
ば
則
ち
浬
よ
り
も
黒
く
、
藍
を
以
て
青
を
染
む
れ
ば

　
　
則
ち
藍
よ
り
も
青
し
。
浬
は
絡
に
非
ず
、
青
は
藍
に
非
ざ
れ
ば
、
葱
に
其
の
母

　
　
に
遇
ふ
と
難
も
、
能
く
復
た
化
す
る
無
き
の
み
。
是
れ
何
と
な
れ
ば
則
ち
以
て

　
　
其
の
転
じ
て
益
々
薄
き
に
諭
う
る
な
り
。
何
ぞ
況
ん
や
夫
の
未
だ
始
め
よ
り
浬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
藍
の
増
化
す
る
者
有
ら
ざ
る
を
や
。
（
傲
真
訓
）

　
こ
れ
は
、
必
ず
し
も
『
萄
子
』
勧
学
篇
を
引
用
し
た
も
の
或
い
は
踏
ま
え
た
も
の

と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
や
は
り
青
と
藍
と
を
比
楡
に
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
意
味
は
、
『
筍
子
』
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
『
准
南
子
』
は
、
藍
で
染
め
た
青

は
藍
よ
り
青
く
な
る
が
、
転
化
し
た
青
は
既
に
本
源
た
る
藍
そ
の
も
の
で
は
な
く
な

り
、
「
其
の
母
」
た
る
藍
に
出
会
っ
て
も
二
度
と
復
帰
で
き
な
く
な
る
と
説
く
。
つ

ま
り
、
こ
こ
で
は
、
藍
に
よ
っ
て
染
色
さ
れ
た
青
が
元
の
藍
よ
り
青
く
な
る
と
い
う

の
は
、
あ
る
物
が
世
界
の
本
源
か
ら
離
れ
て
行
く
さ
ま
を
警
え
た
も
の
で
あ
り
、

『
准
南
子
』
自
身
が
記
す
通
り
、
「
其
の
転
じ
て
益
々
薄
き
に
諭
」
え
た
、
む
し
ろ
悪

い
意
味
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
勧
学
」
章
が
、
自
己
改
革
、
師
弟
関
係
い
ず
れ

に
し
ろ
、
元
の
も
の
よ
り
優
れ
る
と
い
う
良
い
意
味
を
表
し
て
い
た
の
と
は
正
反
対

で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
前
漢
当
時
、
こ
の
青
と
藍
の
比
楡
は
、
学
派
の
相
違
を
越
え
て
使

用
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
意
味
は
「
勧
学
」
に
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
、
或
い
は
既

に
前
漢
時
代
に
於
て
意
味
の
変
化
の
萌
芽
が
見
ら
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

　
次
に
、
同
じ
く
前
漢
の
『
大
戴
礼
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
が
見
え
る
。

　
　
君
子
日
く
、
学
は
以
て
已
む
べ
か
ら
ず
。
青
は
之
を
藍
よ
り
取
り
て
藍
よ
り
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
く
、
水
は
則
ち
沐
を
為
し
て
水
よ
り
寒
し
。
（
勧
学
篇
）

　
こ
れ
は
、
篇
名
の
「
勧
学
」
か
ら
そ
の
内
容
に
至
る
ま
で
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
を
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忠
実
に
踏
襲
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
一
篇
で
あ
り
、
青
⑧
藍
の
比
楡
に
つ
い
て
も
右

の
如
く
、
『
萄
子
』
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
特
に
「
青
取
之
於
藍
」
の
部
分
は
、
宋

本
『
萄
子
』
の
記
載
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
『
萄
子
』
と
『
大
戴
礼
記
』
と
は
同
じ

儒
家
の
文
献
、
し
か
も
礼
学
の
云
統
と
い
う
点
で
も
極
め
て
類
似
し
た
性
格
の
文
献

で
も
あ
り
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
原

義
⑧
表
現
が
、
正
し
く
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
、
『
史
記
』
の
楮
少
孫
三
王
世
家
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
伝
に
日
く
、
青
采
は
藍
よ
り
出
で
て
質
藍
よ
り
青
し
と
は
、
教
へ
然
ら
し
む
る

　
　
　
（
9
）

　
　
な
り
。

　
こ
れ
は
、
武
帝
時
代
の
斉
王
の
教
化
の
様
を
説
く
文
脈
上
で
引
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
「
教
へ
然
ら
し
む
る
な
り
」
と
い
う
主
旨
は
「
勧
学
」
章
と
同
様
で
あ
り
、

明
ら
か
に
『
荷
子
』
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
「
出
於
藍
」

と
い
う
表
現
は
、
宋
本
『
葡
子
』
の
「
取
之
於
藍
」
と
は
異
な
り
、
後
の
「
出
藍
」

に
連
な
る
一
要
素
を
既
に
備
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
後
漢
⑧
桓
謹
の
『
新
論
』
に
は
次
の
よ
う
な
用
例
が
見
え
る
。

　
　
性
情
未
だ
錬
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
神
明
発
せ
ず
。
諸
を
金
木
に
警
う
れ
ば
、
金
の

　
　
性
は
水
を
琶
し
、
水
の
性
は
火
を
蔵
す
。
故
に
金
を
錬
れ
ば
則
ち
水
出
で
、
木

　
　
を
鎖
す
れ
ば
而
ち
火
生
ず
。
人
能
く
学
に
務
め
て
其
の
性
を
鐘
錬
す
れ
ば
、
則

　
　
ち
木
慧
発
す
。
青
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
き
は
、
染
然
ら
し
む
る
な
り
。
氷

　
　
水
よ
り
生
じ
て
水
よ
り
冷
た
き
は
、
寒
然
ら
し
む
る
な
り
。
鏡
金
よ
り
出
で
て

　
　
金
よ
り
明
る
き
は
、
螢
然
ら
し
む
る
な
り
。
戎
夷
の
子
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
声
を
同
じ
う
す
る
も
、
長
じ
て
語
を
異
に
す
る
は
、
教
然
ら
し
む
る
な
り
。

　
　
（
崇
学
篇
）

　
こ
れ
も
、
篇
名
の
「
崇
学
」
か
ら
推
測
さ
れ
る
通
り
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
言
葉

を
敷
術
し
な
が
ら
学
問
の
重
要
性
を
主
張
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
「
青
出
於
藍

而
青
於
藍
、
染
使
然
也
」
と
あ
る
如
く
、
青
と
藍
も
、
直
後
の
氷
と
水
、
鏡
と
金
の

例
な
ど
と
共
に
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
主
旨
と
同
様
、
後
天
的
な
「
鐘
錬
」
の
重
要

性
を
説
く
比
楡
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
「
勧
学
」
章
の
原
義
を
踏
ま

え
た
一
節
で
あ
る
が
、
右
の
三
王
世
家
同
様
、
「
青
出
於
藍
」
に
作
っ
て
い
る
点
は
、

「
出
藍
」
と
い
う
表
現
の
成
立
を
考
え
る
際
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
と
同
様
な
の
が
、
北
斉
爾
劉
昼
の
『
劉
子
』
の
用
例
で
あ
る
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

崇
学
篇
に
、
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
勝
る
は
、
染
然
ら
し
む
る
な
り
」
と
あ

る
。
こ
れ
も
「
崇
学
」
と
い
う
篇
名
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
学
問
の
重
要
性
を
説

く
も
の
で
あ
り
、
青
⑱
藍
の
比
楡
を
『
萄
子
』
や
『
大
戴
礼
記
』
な
ど
と
同
様
の
文

脈
で
使
用
し
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
重
要
な
点
を
指
摘

し
得
る
。
一
っ
は
、
『
史
記
』
『
新
論
』
同
様
、
「
青
出
於
藍
」
と
「
出
」
の
字
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
こ
れ
に
続
く
表
現
を
微
妙
に
変
え
て
「
勝

於
藍
」
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
「
勝
」
と
い
う
表
記
は
、
大
意
に
大
き
な
変

容
を
迫
る
も
の
で
は
な
い
が
、
後
の
師
弟
関
係
と
し
て
の
「
出
藍
」
の
意
味
を
方
佛

と
さ
せ
る
重
要
な
記
載
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
は
『
筍
子
』
勧
学
篇
と
同
様
、
学
問
に
よ
る
自
己
改
革
を
説
く
比
楡
と
し
て

使
用
す
る
例
で
あ
る
が
、
一
方
こ
れ
に
対
し
て
、
『
北
史
』
李
譜
伝
に
見
ら
れ
た
よ

う
な
師
弟
関
係
の
比
職
と
し
て
使
用
す
る
も
の
も
多
い
。
先
ず
、
唐
⑧
張
彦
遠
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が

『
歴
代
名
画
記
』
に
は
、
「
各
々
師
資
有
り
、
逓
ひ
に
相
傲
数
す
。
或
は
自
か
ら
戸
隔

を
開
き
、
或
は
未
だ
門
培
に
及
ば
ず
、
或
は
青
藍
よ
り
出
で
、
或
は
泳
水
よ
り
寒
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

精
粗
別
有
り
」
（
巻
二
、
叙
師
資
伝
授
南
北
時
代
）
と
い
う
用
例
が
見
え
、
こ
こ
で

は
生
徒
が
先
生
を
凌
ぐ
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宋
⑧
胡
仔
が
黄

庭
堅
を
評
し
た
「
山
谷
」
の
中
に
、
「
東
披
、
徐
浩
の
書
に
学
び
、
山
谷
（
黄
庭
堅
）
、

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）
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類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

沈
樽
師
の
書
に
学
ぶ
。
皆
青
藍
に
過
ぐ
る
者
な
り
」
（
『
吾
渓
漁
隠
叢
話
後
集
』
）
と

あ
る
が
、
こ
れ
も
明
ら
か
に
、
弟
子
（
蘇
東
妓
お
よ
び
黄
庭
堅
）
が
元
の
師
を
凌
ぐ

と
い
う
文
脈
で
の
使
用
例
で
あ
る
。
更
に
、
元
⑧
夏
文
彦
は
「
廉
布
…
…
山
水
を
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
み

き
、
尤
も
枯
木
叢
竹
⑱
奇
石
松
柏
に
工
な
り
、
本
東
披
に
学
び
、
青
藍
に
出
づ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

（
『
図
絵
宝
鑑
』
巻
四
、
宋
南
渡
後
）
と
絵
画
に
於
て
廉
布
（
字
は
宜
仲
）
が
嘗
て
学

ん
だ
蘇
東
披
よ
り
優
れ
た
と
い
う
意
味
で
「
青
出
干
藍
」
と
表
現
し
、
金
の
元
好
問

は
、
密
子
楡
が
詩
書
の
学
に
於
て
そ
の
師
を
越
え
た
こ
と
を
評
し
「
少
く
し
て
日
々

詩
を
朱
巨
観
に
学
び
、
書
を
任
君
謹
に
学
び
、
遂
に
出
藍
の
誉
れ
有
り
」
（
『
中
州
集
』

　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

巻
五
、
密
国
公
壌
）
と
述
べ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
出
藍
」
は
李
譜
伝
の
用
例
同
様
、
師
弟
関
係
逆
転
の
比
楡
と
し

て
使
用
さ
れ
る
場
合
が
確
か
に
あ
り
、
ま
た
そ
の
表
現
も
宋
本
『
萄
子
』
の
「
取
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

で
は
な
く
、
「
出
」
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
で
は
や
は
り
、
『
通
俗
篇
』
の

指
摘
通
り
、
李
譜
伝
を
顕
著
な
例
と
し
て
、
「
出
藍
」
の
意
味
は
大
き
く
転
換
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
が
、
「
出
藍
」
に
関
し
て
は
、
更
に
こ
れ
以
外
の
様
々
な
用
例
が
見
え
、

決
し
て
師
弟
関
係
を
表
す
比
楡
と
し
て
固
定
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
を
、
右
の
諸
例
を
含
め
て
分
類
す
る
と
、
概
ね
五
種
に
上
る

と
思
わ
れ
る
。

　
第
一
は
、
先
の
『
大
戴
礼
記
』
『
劉
子
』
等
の
例
で
あ
り
、
青
薗
藍
の
比
楡
を

『
萄
子
』
勧
学
篇
の
原
義
に
沿
っ
て
使
用
す
る
例
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
右
の
張
彦
遠
や
胡
仔
な
ど
の
例
で
あ
り
、
李
譜
伝
同
様
、
弟
子
が
師
よ

り
勝
る
と
い
う
師
弟
関
係
の
比
楡
と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
後
人
が
前
人
を
凌
ぐ
と
い
う
意
味
を
表
す
例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
梁
軽

鍾
礫
『
詩
晶
』
に
は
、
「
徳
璋
封
籍
に
生
れ
、
而
し
て
文
彫
飾
を
為
し
、
藍
よ
り
青

（
1
7
）

し
」
と
あ
り
、
ま
た
、
唐
亀
包
何
の
詩
に
「
誰
か
遺
ふ
衆
賢
能
く
体
を
継
ぐ
と
、
須

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ら
く
知
る
べ
し
箇
々
藍
に
出
づ
る
を
」
（
「
相
里
使
君
第
七
男
生
日
」
）
な
ど
と
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
右
の
第
二
の
分
類
の
派
生
と
も
言
え
る
が
、
単
に
師
弟
関
係
に
限
定
せ

ず
、
子
供
と
親
と
の
関
係
な
ど
、
広
く
後
者
が
前
者
を
越
え
る
と
い
う
意
味
で
使
用

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
は
、
「
青
於
藍
」
「
出
於
藍
」
な
ど
の
よ
う
な

省
略
化
が
見
ら
れ
、
こ
の
点
、
右
の
諸
例
が
「
青
出
於
藍
」
「
青
過
於
藍
」
な
ど
典

故
の
表
現
に
比
較
的
忠
実
で
あ
っ
た
の
と
の
相
違
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
第
四
は
、
後
の
も
の
（
こ
と
）
が
前
の
も
の
（
こ
と
）
を
越
え
る
と
い
う
意
味
を

表
す
例
で
あ
る
。
第
三
ま
で
の
例
が
人
間
あ
る
い
は
人
間
関
係
の
比
楡
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
こ
の
例
は
、
人
間
以
外
の
も
の
（
こ
と
）
を
警
え
て
い
る
。
例
え
ば
、

唐
⑧
白
居
易
の
「
賦
賦
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
賦
と
は
、
古
詩
の
流
な
り
。
始
め
萄
宋
（
荷
子
と
宋
玉
）
に
草
創
し
、
漸
く
賢

　
　
馬
（
買
誼
と
司
馬
相
如
）
に
恢
張
す
。
氷
は
水
よ
り
生
じ
、
初
め
本
を
典
墳

　
　
（
五
典
、
三
墳
）
に
変
ず
。
青
藍
よ
り
出
で
て
、
復
た
華
を
風
雅
（
『
詩
経
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
と
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ら

　
　
風
と
雅
）
よ
り
増
す
。
而
る
後
に
四
声
を
諸
へ
、
八
病
を
桂
ひ
、
信
に
斯
文
の

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
美
な
る
者
な
り
。

　
こ
れ
は
、
賦
の
成
立
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
賦
が
古
代
の
詩
に
源
を
発

し
、
萄
子
⑱
宋
玉
に
始
ま
っ
て
賢
誼
鞠
司
馬
相
如
に
発
展
し
た
と
、
そ
の
来
歴
を
語

る
が
、
青
が
藍
よ
り
出
づ
る
如
く
、
や
が
て
賦
は
詩
の
「
風
」
「
雅
」
よ
り
華
を
増

し
た
と
説
く
。
こ
れ
は
、
氷
⑧
水
と
青
㊥
藍
と
の
使
用
順
序
を
逆
転
さ
せ
て
い
る
も

の
の
、
明
ら
か
に
「
勧
学
」
章
を
踏
ま
え
た
用
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
青
⑧

藍
の
比
楡
は
元
の
も
の
よ
り
秀
で
る
さ
ま
を
警
え
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
賦
と
そ
の

源
流
た
る
詩
と
の
関
係
を
警
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
意
味
的
に
は
、
学
問
に
よ

る
自
己
改
革
と
い
う
よ
り
は
、
弟
子
が
師
を
越
え
る
と
い
う
師
弟
関
係
に
近
く
、
表
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記
も
「
青
出
於
藍
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
間
以
外
の
も
の

（
賦
と
詩
）
の
関
係
を
表
す
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
用
例
と
は
や
や
異
な
る
と
言
え
よ

う
。　

最
後
に
第
五
と
し
て
、
同
類
の
他
の
も
の
よ
り
秀
で
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
用

例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
宋
⑱
蘇
輯
「
与
朱
康
叔
書
」
に
は
、
「
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

覚
出
藍
の
作
、
本
以
て
公
家
の
宝
と
為
る
も
、
公
乃
ち
軽
ん
じ
て
以
て
人
に
与
ふ
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
同
類
の
他
の
も
の
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
使
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、
明
⑧
楊
慎
の
『
丹
鉛
雑
録
』
に
、

『
五
代
史
』
を
評
し
て
「
李
書
卿
公
の
五
代
史
を
謂
ふ
、
順
宗
実
録
に
比
し
て
出
藍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の
色
有
る
に
似
た
り
」
（
五
代
史
学
史
記
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
、
同
類
の
他
の
も

の
（
史
書
）
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
「
出
藍
の
色
有
り
」
と
表
現
さ
れ
て

　
（
2
2
）

い
る
。

　
以
上
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
を
踏
ま
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
用
例
を
検
討
し
て
き
た

が
、
再
度
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
、
①
学
問
に
よ
る
自
己
改
革
と
い
う
「
勧
学
」
章

の
原
義
を
ほ
ぼ
忠
実
に
踏
ま
え
て
い
る
も
の
、
②
『
北
史
』
李
譜
伝
同
様
、
弟
子
が

師
に
勝
る
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
も
の
、
③
師
弟
関
係
に
限
定
せ
ず
、
広
く

後
人
が
前
人
を
凌
ぐ
と
い
う
意
味
で
使
用
す
る
も
の
、
④
（
人
間
以
外
の
）
後
の
も

の
（
こ
と
）
が
前
の
も
の
（
こ
と
）
を
越
え
る
と
い
う
意
味
で
使
用
す
る
も
の
、
⑤

同
類
の
他
の
も
の
よ
り
抜
き
ん
で
て
優
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
使
用
す
る
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

な
ど
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
詩
文
の
用
例
は
、
必
ず
し
も
弟
子
が
師
を
凌
ぐ
と
い
う
意

味
で
統
一
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
様
な
展
開
を
示
し
て
い
る
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
『
北
史
』
李
譜
伝
の
用
例
は
、
「
勧
学
」
章
の
転
義
を
考
え

る
上
で
の
重
要
な
手
掛
か
り
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
し
て
も
、
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て

「
勧
学
」
章
の
原
義
が
一
変
し
固
定
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
を
想
定
す
る
の
は

や
や
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
詩
で
は
、
古
典
の
語
句
や
故
事
を
踏
ま

え
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
自
ら
の
詩
の
中
へ
い
か
に
新
鮮
に
取
り
込
ん
で
行
く
か
に
、

そ
の
価
直
が
問
わ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
従
っ
て
、
詩
の
用
例
が
全
く
同
一
の
意

味
で
固
定
し
て
い
な
い
の
は
、
む
し
ろ
当
然
の
現
象
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
但
し
、
①
の
用
例
が
比
較
的
古
い
文
献
に
見
え
る
の
に
対
し
て
、
②
∫
⑤
の
用
例

が
比
較
的
新
し
い
文
献
に
多
く
見
え
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
李
譜
伝
の
頃
に
は
一
旦

②
の
よ
う
な
転
義
が
大
勢
を
占
め
た
後
、
更
に
、
③
∫
⑤
の
よ
う
な
多
様
な
用
例
が

派
生
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
や

は
り
『
萄
子
』
冒
頭
部
の
原
義
が
ど
の
よ
う
に
し
て
李
諮
伝
の
如
き
意
味
へ
と
大
き

く
変
化
し
た
の
か
、
ま
た
、
後
の
多
様
な
用
例
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
語
「
出
藍
」

の
よ
う
な
意
味
⑧
表
現
に
統
一
さ
れ
、
固
定
し
て
行
っ
た
の
か
は
、
な
お
疑
問
と
し

て
残
る
。

　
そ
こ
で
次
に
、
い
よ
い
よ
類
書
と
「
出
藍
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て

み
る
こ
と
と
す
る
◎

三
玲
類
書
と

「
出
藍
」

　
前
稿
（
一
）
（
二
）
に
於
て
考
察
し
た
「
杷
憂
」
「
沈
魚
落
雁
」
で
は
、
そ
れ
ら
の

成
語
の
成
立
過
程
に
類
書
の
存
在
が
深
く
関
与
し
て
い
た
。
類
書
は
、
古
典
の
著
名

な
文
章
を
節
略
し
な
が
ら
引
用
し
、
該
当
項
目
に
分
類
し
て
配
置
す
る
。
ま
た
、
そ

の
引
用
文
の
意
味
を
端
的
に
表
す
見
出
し
語
を
立
て
る
場
合
も
あ
る
。
更
に
は
、
見

出
し
語
を
大
字
で
、
引
用
文
や
出
典
名
を
割
注
と
し
て
記
載
す
る
な
ど
、
視
覚
的
な

工
夫
を
凝
ら
し
て
読
者
の
読
解
⑧
暗
謂
亀
検
索
等
の
便
を
図
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

．
ト

sokyu
．ト

sokyu
．ト
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う
し
た
テ
キ
ス
ト
上
の
視
覚
的
配
慮
は
、
有
名
な
古
典
の
文
章
を
簡
便
に
手
際
よ
く

読
者
に
提
供
し
得
る
と
言
え
る
反
面
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
、
引
用
さ
れ
る
古
典
の
側

に
重
大
な
読
み
の
変
容
を
齋
す
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　
「
杷
憂
」
の
場
合
、
『
列
子
』
天
瑞
篇
の
該
当
部
分
が
類
書
の
「
天
」
の
部
に
大

幅
な
後
略
を
施
さ
れ
っ
っ
引
用
さ
れ
た
た
め
、
原
文
に
存
在
し
た
「
地
」
の
要
素
、

ま
た
肝
心
の
列
子
の
思
想
が
見
事
に
欠
落
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
成
語

「
杷
憂
」
は
、
む
か
し
杷
の
国
に
天
が
落
ち
て
く
る
こ
と
を
憂
え
た
人
が
い
た
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

う
、
単
な
る
取
り
越
し
苦
労
の
意
味
と
理
解
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
ま
た
、
「
沈
魚
落
雁
」
の
場
合
、
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
原
文
で
は
、
毛
婚
麗
姫
の

よ
う
な
美
人
を
見
て
も
、
魚
は
危
険
を
感
じ
て
水
底
深
く
潜
り
込
み
、
鳥
は
空
高
く

飛
び
去
っ
て
し
ま
う
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
人
間
の
価
直
判
断
が
相
対
的

な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
毛
婚
麗
姫
も
絶
対
的
な
「
美
」
人
で
は
な
い
点
に
主
眼
が
置
か

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
一
節
が
類
書
に
採
録
さ
れ
る
際
、
多
く
は
「
美
婦
人
」

の
項
に
分
類
さ
れ
、
ま
た
、
同
時
に
採
録
さ
れ
た
他
文
献
の
用
例
と
の
交
響
に
よ
っ

て
、
成
語
「
沈
魚
落
雁
」
は
、
飛
ぶ
鳥
も
落
と
す
程
の
絶
世
の
美
女
、
と
い
う
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

で
理
解
さ
れ
る
に
至
る
。

　
こ
う
し
た
類
書
と
成
語
と
の
関
わ
り
は
、
む
ろ
ん
各
々
の
場
合
に
よ
っ
て
そ
の
事

情
を
異
に
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
成
語
の
成
立
過
程
に
類
書
と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
少
な

か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
確
実
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
出
藍
」

の
場
合
、
類
書
と
の
関
わ
り
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
「
杷

憂
」
「
沈
魚
落
雁
」
同
様
、
代
表
的
な
類
書
の
採
録
状
況
を
、
そ
の
分
類
項
目
⑧
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

出
し
語
⑧
引
用
文
⑧
引
用
範
囲
な
ど
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
表
1
∫
3
に
、
『
芸
文
類
聚
』
か
ら
『
古
今
図
書
集
成
』
ま
で
歴
代
の
代
表
的
な

類
書
の
採
録
状
況
を
掲
げ
て
み
る
。
表
1
は
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
を
出
典
と
し
て
掲

げ
る
も
の
、
表
2
は
、
『
北
史
』
李
諮
伝
を
出
典
と
し
て
提
示
す
る
も
の
、
表
3
は
、

そ
の
他
の
詩
文
の
用
例
を
引
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
「
出
藍
」
が
如
何
な
る
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か
、
各
表
の
「
分
類
」

欄
に
示
し
た
。
こ
の
内
、
表
1
で
は
「
勧
学
」
「
従
学
」
「
論
議
」
「
習
学
」
な
ど

「
学
」
に
力
点
を
置
く
も
の
と
「
藍
」
と
に
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

表
2
鱈
3
で
は
、
「
勧
学
」
「
従
学
」
等
は
見
え
ず
、
「
習
学
」
「
師
弟
」
「
師
」
な
ど

師
弟
関
係
を
想
起
さ
せ
る
も
の
と
「
藍
」
と
に
二
分
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
分
類
項
目

の
内
、
「
師
弟
」
「
師
」
な
ど
は
、
「
勧
学
」
章
の
転
義
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
と
推

測
さ
れ
る
も
の
の
、
歴
代
の
類
書
が
全
て
「
勧
学
」
章
を
師
弟
の
部
に
分
類
し
て
い

る
訳
で
は
な
く
、
特
に
表
1
の
類
書
群
は
、
む
し
ろ
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
原
義
に
忠

実
な
「
学
」
、
あ
る
い
は
原
義
⑱
転
義
い
ず
れ
に
も
荷
担
し
な
い
「
藍
」
と
い
う
項

目
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
第
二
に
、
各
類
書
が
立
て
て
い
る
見
出
し
語
を
、
各
表
の
「
見
出
し
語
」
欄
に
列

挙
し
て
み
る
と
、
表
1
に
は
「
青
生
於
藍
而
青
於
藍
」
「
青
勝
於
藍
」
「
青
藍
寒
水
」

「
青
成
藍
」
な
ど
、
表
2
に
は
「
青
成
藍
藍
謝
青
」
「
李
議
青
藍
」
「
請
業
」
「
語
日
青

藍
」
「
青
成
藍
」
な
ど
、
表
3
に
は
「
出
藍
更
青
」
「
青
出
藍
」
「
青
成
藍
」
「
出
干
藍
」

な
ど
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
見
出
し
語
に
共
通
す
る
の
は
、
宋
本
『
筍
子
』
の
原
文

「
青
取
之
於
藍
」
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
使
用
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
原

文
「
青
取
之
於
藍
」
で
は
、
青
を
藍
か
ら
取
り
出
す
主
体
す
な
わ
ち
人
間
個
人
が
想

定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
「
出
」
「
勝
」
等
の
語
を
使
用
す
る
こ
れ
ら
の
見
出
し
語
は
、

青
が
藍
か
ら
出
る
、
或
い
は
青
が
藍
よ
り
勝
る
と
い
う
対
人
関
係
と
し
て
の
意
味
を

よ
り
強
調
す
る
作
用
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
傾
向
は
、
『
筍
子
』
勧
学
篇
を
出

典
と
す
る
表
1
の
類
書
よ
り
も
、
李
譜
伝
や
そ
の
他
の
詩
文
を
典
拠
⑧
用
例
と
し
て

掲
げ
る
表
2
⑧
3
の
類
書
に
、
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
「
出
藍
更
青
」
「
青
出
藍
」
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と
い
う
見
出
し
語
に
は
、
既
に
「
出
藍
」
と
い
う
ま
と
ま
り
が
含
ま
れ
て
お
り
、
成

語
「
出
藍
」
の
成
立
を
考
え
る
際
に
、
看
過
で
き
な
い
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
に
、
各
類
書
の
掲
げ
る
引
用
文
を
、
各
表
の
「
引
用
文
」
お
よ
び
「
範
囲
」

欄
に
掲
げ
て
み
る
。
先
ず
引
用
範
囲
で
あ
る
が
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
を
出
典
と
し
て

提
示
す
る
表
1
の
類
書
で
は
、
概
ね
「
勧
学
」
章
の
内
の
「
青
取
之
於
藍
而
青
於
藍
、

沐
水
為
之
而
寒
於
水
」
に
相
当
す
る
部
分
（
文
番
号
3
爾
4
）
を
引
用
し
て
い
る
。

但
し
、
原
文
の
「
君
子
日
、
学
不
可
以
已
」
（
文
番
号
1
⑧
2
）
に
つ
い
て
は
割
愛

さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
僅
か
に
『
古
今
合
壁
事
類
備
用
』
と
『
楡
林
』
が
「
学
不
可

以
已
」
（
文
番
号
2
）
か
ら
引
用
を
開
始
す
る
の
み
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
多
く
の
類

書
で
は
、
「
勧
学
」
章
の
「
学
不
可
以
已
」
と
い
う
主
題
を
、
少
な
く
と
も
テ
キ
ス

ト
上
か
ら
は
欠
落
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
、
「
青
取
之
於
藍
而
青
於
藍
、
泳
水

為
之
而
寒
於
水
」
の
比
楡
の
部
分
を
「
学
不
可
以
已
」
と
い
う
主
題
か
ら
乖
離
さ
せ

る
一
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
引
用
文
も
、
『
淵
鑑
類
函
』
従
学
の
部
の
引
用
文
以
外
は
、
「
青
出
於

藍
」
に
作
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
れ
も
右
の
見
出
し
語
と
相
侯
っ
て
、

「
勧
学
」
章
の
原
義
の
変
容
と
「
出
藍
」
「
青
出
干
藍
」
と
い
う
表
現
の
成
立
に
、
一

定
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
李
譜
伝
を
出
典
と
し
て
掲
げ
る
表
2
の
類
書
で
は
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
も

の
の
、
概
ね
同
様
の
箇
所
を
引
用
し
て
お
り
、
特
に
、
師
弟
関
係
の
逆
転
を
語
っ
た

「
青
成
藍
藍
謝
圭
R
師
何
常
在
明
経
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
皆
等
し
く
弓
用
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
表
2
の
類
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
弓
用
文
⑧
出
典
は
、
右
に
検
討
し
た
分

類
項
目
竃
見
出
し
語
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
こ
の
引
用
文
は
、
師
弟
関
係
を
想
起
さ

せ
る
「
習
学
」
「
師
弟
」
「
師
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
見
出
し
語
も
「
青
成
藍
藍
謝

青
」
「
請
業
」
な
ど
師
弟
関
係
の
逆
転
を
強
調
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　
更
に
、
こ
れ
ら
類
書
の
中
に
は
、
前
稿
（
二
）
で
検
討
し
た
「
沈
魚
落
雁
」
と
同

様
、
テ
キ
ス
ト
の
交
響
現
象
を
指
摘
し
得
る
も
の
が
あ
り
、
表
2
の
類
書
に
は
と
り

わ
け
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
天
中
記
』
は
、
「
師
弟
」
の
部
に
「
請

業
」
と
い
う
見
出
し
語
を
立
て
、
そ
の
下
に
『
魏
書
』
李
譜
伝
を
弓
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
前
後
に
も
、
「
渉
師
」
「
乞
言
」
「
人
倫
之
表
」
「
師
逃
」
「
後
進
質
疑
」
「
十
五
為

師
弟
」
な
ど
の
見
出
し
語
の
下
、
師
弟
関
係
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
採
録
し
て
い
る
。

ま
た
『
淵
鑑
類
函
』
は
、
「
師
」
の
部
に
「
語
日
青
藍
」
と
「
詩
云
棟
梁
」
と
を
事

対
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
前
後
に
ポ
、
「
申
公
弟
子
」
「
韓
氏
生
徒
」
、
「
受
易
東
帰
」

「
忘
年
北
面
」
な
ど
師
弟
に
関
す
る
事
対
の
見
出
し
語
を
掲
げ
、
各
々
関
係
す
る
故

事
を
引
用
し
て
い
る
。
一
」
う
し
た
テ
キ
ス
ト
で
は
、
本
来
別
個
の
テ
キ
ス
ト
の
文
章

が
同
一
項
目
の
中
に
再
編
さ
れ
、
し
か
も
視
覚
的
に
近
接
し
た
部
分
に
連
続
し
て
併

置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の
テ
キ
ス
ト
が
相
互
に
交
響
し
合
い
、
読
者
の
読

み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
「
沈
魚
落
雁
」
で
は
、
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
該
当
部
分
が
、
類
書
の
「
美
婦
人
」

の
部
に
分
類
さ
れ
、
更
に
、
明
ら
か
に
美
人
を
意
味
す
る
他
の
用
例
と
併
置
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
類
書
に
引
用
さ
れ
た
『
荘
子
』
と
他
の
テ
キ
ス
ト
と
の
交
響
が
生

じ
、
『
荘
子
』
の
読
み
を
一
定
の
方
向
に
導
い
て
行
く
働
き
を
し
て
い
た
。
同
様
に
、

こ
の
「
出
藍
」
の
場
合
も
、
師
弟
関
係
を
表
す
他
の
引
用
文
と
併
置
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
原
義
よ
り
は
李
謹
伝
の
転
義
の
方
を
よ
り
強
調
し
て

読
者
に
伝
え
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
第
四
と
し
て
、
出
典
の
掲
示
方
法
も
、
「
出
藍
」
の
形
成
に
若
干
の
影

響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
各
類
書
の
出
典
の
掲
示
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
表

の
「
出
典
掲
載
」
欄
に
示
し
て
お
い
た
が
、
こ
こ
で
は
具
体
的
に
、
『
芸
文
類
聚
』

『
楡
林
』
『
記
纂
淵
海
』
『
淵
鑑
類
函
』
の
採
録
形
態
を
図
1
∫
4
で
比
較
し
て
み
る
。

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

sokyu
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表
1

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

「
出
藍
」
と
類
書
と
の
関
係
（
一
）

『
萄
子
』
勧
学
篇
を
出
典
と
す
る
も
の

清 明 宋 唐
時
代

侃 古 淵 楡 古 全 記 太 事 白 芸

今
今 （

荷

文 鑑 合 芳
纂 平 氏 文

子
） 類

図 壁

書 事
備 類 書

韻 類 類 祖
淵 御 六 類

集
備

名

府 成 函 林 用 集 海 覧 賦 帖 聚

藍 藍 従 求 習 藍 論 藍 地 従 藍 勧 分
㊥ 学 益 学 議 学 学
雑
録 類

青 × × 青 X 萄 × 青 X 生 青 ×

成 藍 子 勝 於 出
藍 寒 寒 於 寒 於 見

水 沐 藍 水 藍
而

出

青 し

於

撃
語

君
子
日
、

学 学 学
不 不 不
可 可 可
以 以 以
已
、

已
、

已
、 引

青 青 青 青 青 青 青 青 青 青 青 青
出 出 出 取 出 出 出 出 生 出 出 取

之 之
子 於 於 於 於 於 於 於 於 於 於 於
藍 藍 藍 藍 藍 藍 藍 藍 藍 藍 藍 藍 用
而 而 而 而 而 而 而 而 而 而 而
青 青 青 青 青 青 青 青 青 青 青
干 於 於 於 於 於 於 於 於 於 於
藍

藍
、 藍

藍
、

藍
、

藍
、

藍
、 藍

藍
、 藍

藍
、

沐 泳 沐 泳 泳 沐 氷 沐 文
生 生 水 生 生 生 生 水
於 於 為 於 於 於 於 為
水 水 之 水 水 水 水 之
而 而 而 而 而 而 而 而
寒 寒 寒 寒 寒 寒 寒 寒
於 於 於 於 於 於 於 於
水 水 本 水 水 水 水 水

3 3 3 3 2 2 3 3 3 4 3 3
∫ ∫ ∫ ∫ ∫ ∫

範

4 4 14 4 4 4 囲

萄＊ 孫 孫 萄幸

命 由1 脊 商・
孫 荷幸 × 孫

子 卿 卿 子 卿 子 卿
出

子 子 子 子 子 子 子 貝 子
典

目 勧 勧 目 目
掲

学 学
載

・
出
典
掲
載
欄
の
＊
印
は
、
割
注
サ
ィ
ズ
の
記
載
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

に
引
用
文
が
続
く
こ
と
を
示
す
。
以
下
の
表
も
同
じ
。

ま
た
、
「
…
・

：
出
典
」
は
弓
用
文
末
に
出
典
名
が
記
載
し
て
あ
る
こ
と
を
示
し
、

「
出
典
…
…
」
は
逆
に
出
典
名
の
後

表
2

「
出
藍
」
と
類
書
と
の
関
係
（
二
）

李
諮
伝
を
出
典
と
す
る
も
の



清 明 元 宋
時
代

侃 古 淵 天 韻 古 錦

今
今

文 鑑 府 合 繍 類
図

中
壁

書 事
萬 書

韻 類 箪
集

類 花 名
備

府 成 函 記 玉 用 谷

藍 師 師 習 習 分
⑧ 弟 学 学
紀
事 類

青 × 語 請 青 李 青
成 日

圭 業 於 譜 成 見
藍 目 藍 青 藍 出

藍 藍 藍 し
謝 語
青

李 李 李3 李 李
；
必
甲 寧 寧 譜 諮 譜

初 曲 初 初 初 初 初
師 師 師 師 師

事 事 事 事 事
小 小 小 小 小 小
学 学 学 学 学 学

博 博 博 博 博 博
士 士 士 士 士 士
孔 孔 孔 孔 孔 龍 龍
畢

王
番 撃 華 華 婿 簿

引

向 向 向 向
門 門 門 門 門 門
生 生 生 生 生 生

為 為 為 為
之 之 之 之

語 語 語 語 語 語 語
用

日
、

日
、

日
、

日
、

日
、

日
、

日
、

青
青 青 青 青 出 青 青
成 成 成 成 於 成 成
藍 藍 藍 藍 藍 藍 藍
藍 藍 藍 藍 藍 藍 藍

文

謝 謝 謝 謝 謝 謝
圭
目
、

謝
童
目
、

圭
目
、

童
目
、

圭
目
、

圭
目
、

圭
目
、

師 師 師 師 師 師 師
何 何 何 何 何 何 何
常 常 常 常 常 常 常
在 在 在 在 在 在 在
明 明 明 明 明 明 明
経 経 経 経3 経 経 経

北＊ 北 志＊

史 史 林 数 北1 北・ 北1 出

李 李 書 史 史 史 典
諮 謹

伝 伝
掲

載

ba
こ
の
直
前
に
「
青
出
於
藍
、
而
青
於
藍
」
あ
り

こ
の
後
さ
ら
に
「
里
日
孝
義
云
」
ま
で
引
用
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表
3

「
出
藍
」
と
類
書
と
の
関
係
（
三
）

そ
の
他
の
詩
文
を
出
典
と
す
る
も
の

清 宋
時
代

侃 古 分 古

今
今
合 類

文
図

類 壁
事
類

書

韻
書

字 備

集 用

別
名

府 成 錦 集

藍 藍 師 藍 分

よ 二
云 酉
文 文 類

出 青 青 青 青 出 青 見
干 成 成 出 出 藍 又 出
藍 藍 藍 藍 藍 更 出 し

青 青 語

誰 山 以 物 芳 児 物
道 光 浬 有 藍 已 有
衆 水 染 無 滋 受 九
賢 色 糟 窮 匹 師 窮
能 青 則 鳥

学
、 好 引

継 干 黒 藍
体
、

藍
、 干 出

浬
、 藍

須 芙 而 用
知 誇 以 更
箇 故 藍 青
箇 人 染
出 指 青 文
干 絶
藍 境

則
虫

胃

干
藍

包寧 李津 准奉 呂 唐 王舜

何 白 南 温 ⑧ 安
自1

相 帯 子 王 石 温
里 季 詩 出
使 友
君 典
第
七 掲
男
生 載
日

詩

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

sokyu

sokyu
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類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

図
1
　
　
『
芸
文
類
聚
』
の
採
録
形
態

孫
卿
子
日
青
出
於
藍
而
青
於
藍

図
2
　
『
楡
林
』

の
採
録
形
態

学
不
可
以
已
青
出
之
於
藍
而
青
於
藍
□
□
：
…
□
□
鯛
粁

図
3
　
『
記
纂
淵
海
』

の
採
録
形
態

青
勝
於
藍

□
□
□
□
□
…
…
：
…
：
…
－
□
□
□
□
□

青
出
於
藍
而
青
於
藍
□
□
：
…
□
□
鯛
粁

図
4
　
『
淵
鑑
類
函
』

の
採
録
形
態

青
藍
寒
水
鏑
粁
楯
棚
赦
碓
鯖
榊

図
1
の
よ
う
に
、
『
芸
文
類
聚
』

で
は
、
出
典
名
↓
引
用
文
と
い
う
順
で
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
図
2
の
『
楡
林
』
で
は
引
用
文
　
出
典
名
と
、
そ
の
位
置
が
逆
転
し
、

し
か
も
出
典
名
は
割
注
と
し
て
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図
3
の
『
記
纂
淵

海
』
で
は
、
見
出
し
語
↓
引
用
文
　
出
典
名
の
順
と
な
り
、
文
字
の
大
き
さ
も
、
見

出
し
語
は
大
字
で
別
行
、
引
用
文
も
大
字
、
出
典
名
の
み
小
字
と
な
っ
て
い
る
。
更

に
、
図
4
の
『
淵
鑑
類
函
』
で
は
、
見
出
し
語
　
出
典
名
↓
引
用
文
の
順
な
が
ら
、

大
字
は
見
出
し
語
の
み
で
、
あ
と
は
全
て
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
類
書
の
歴
史
の
上
で
は
、
概
ね
出
典
名
の
視
覚
的
地
位
は
低
下
の

一
途
を
辿
り
、
そ
れ
と
入
れ
代
わ
る
か
の
よ
う
に
、
見
出
し
語
が
台
頭
し
て
行
く
。

こ
う
し
た
点
も
、
「
出
藍
」
が
出
典
か
ら
乖
離
し
、
成
語
と
し
て
確
立
す
る
過
程
に
、

一
定
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
類
書
と
「
出
藍
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
、
多
岐

に
亙
っ
た
問
題
を
、
表
現
と
意
味
と
の
二
つ
に
分
け
て
整
理
す
る
と
、
先
ず
、
「
勧

学
」
章
の
表
現
の
変
化
と
類
書
の
記
載
と
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
言
え
る
。
類

書
の
提
示
す
る
見
出
し
語
や
引
用
文
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
該
当
部
分
を
「
出
」

に
作
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
先
に
検
討
し
た
『
新
論
』
『
劉
子
』
な
ど
と
共
に
、
「
青

出
干
藍
」
「
出
藍
」
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
…
：
」
と
い
う
成
語
の
表
現
を
導
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
来
、
「
出
藍
」
の
出
拠
は
、
元
刻
本
『
萄
子
』
の
「
青
出
於

藍
」
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
詩
文
の
用
例
や
類
書
の
採
録
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、

そ
の
由
来
は
元
刻
本
を
遥
か
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
「
勧
学
」
章
の
意
味
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
類
書
の
分
類
項
目
、
見
出
し

語
、
引
用
範
囲
、
引
用
文
と
も
、
確
か
に
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
読
み
の
変
容
に
何

ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
判
明
し
た
。
類
書
は
「
勧
学
」
章
を
「
師
弟
」
と
い

う
分
類
項
目
に
採
録
す
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
見
出
し
語
も
、
意
味
の
変
容

に
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
青
勝
於
藍
」
「
青
成
藍
」
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
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た
。
ま
た
、
引
用
範
囲
⑧
引
用
文
も
、
「
勧
学
」
の
主
旨
を
端
的
に
表
明
す
る
「
学

不
可
以
已
」
が
省
略
さ
れ
、
青
⑧
藍
、
氷
⑧
水
の
比
楡
の
部
分
の
み
が
採
録
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
は
確
か
に
、
『
萄
子
』
を
原
文
で
読
ん
だ
際
と
は
異
な
る
印
象
を
読

者
に
与
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
意
味
に
関
し
て
は
、
「
杷
憂
」
や
「
沈
魚
落
雁
」
の
例
と

は
異
な
り
、
類
書
が
「
勧
学
」
章
の
原
義
の
変
化
に
決
定
的
な
影
響
力
を
持
っ
て
い

た
と
は
考
え
に
く
い
。
何
故
な
ら
、
表
2
の
類
書
の
よ
う
に
、
「
出
藍
」
を
「
師
弟
」

と
い
う
意
味
で
読
者
に
提
供
す
る
も
の
も
確
か
に
あ
る
一
方
で
、
む
し
ろ
表
1
の
類

書
の
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
『
萄
子
』
の
原
義
に
忠
実
に
「
勧
学
」
と
い
う
意
味
で

採
録
す
る
場
合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
表
1
の
類
書
は
、
「
勧
学
」
章
の

意
味
の
変
化
に
際
し
て
、
む
し
ろ
そ
の
変
化
を
抑
止
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ

る
。　

こ
の
よ
う
に
、
類
書
の
歴
史
の
上
で
は
、
「
勧
学
」
章
の
意
味
⑧
表
現
は
、
確
か

に
揺
れ
を
示
し
な
が
ら
も
、
決
し
て
李
譜
伝
の
よ
う
な
師
弟
関
係
と
し
て
の
意
味
に

固
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
前
章
に
於
て
検
討
し
た
詩
文
の
用
例
と

も
合
致
す
る
現
象
で
あ
り
、
「
勧
学
」
章
は
、
や
は
り
李
譜
伝
の
用
例
に
よ
っ
て
そ

の
意
味
を
一
変
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
意
味
⑧
表
現
の
揺
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
統
一
さ
れ
、

成
語
「
出
藍
」
と
し
て
固
定
し
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
、
類
書
の
変
容

　
そ
の
最
大
の
要
因
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
類
書
で
あ
る
。
前
章
で
検

討
し
た
類
書
は
、
『
芸
文
類
聚
』
『
太
平
御
覧
』
『
淵
鑑
類
函
』
な
ど
言
わ
ば
典
型
的

な
類
書
で
あ
り
、
そ
れ
ら
も
確
か
に
、
分
類
項
目
⑧
見
出
し
語
⑧
引
用
文
な
ど
に
於

て
、
「
出
藍
」
の
意
味
⑱
表
現
の
変
化
を
齋
す
素
地
を
形
成
し
て
い
た
。
た
だ
、
そ

れ
ら
の
類
書
に
は
、
成
語
「
出
藍
」
の
成
立
を
最
終
的
に
決
定
づ
け
る
程
の
要
因
は

見
出
だ
せ
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
類
書
の
定
義
は
歴
代
の
主
要
な
文
献
目
録
の
間
で
も
揺
れ
が
あ
り
、

そ
の
定
義
に
よ
っ
て
は
、
表
1
∫
3
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
も
、
多
く
の
文
献

が
「
類
書
」
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
文
献
目
録
の
定
義
が
暖
昧

で
あ
る
と
い
う
の
み
で
は
な
く
、
類
書
自
体
の
性
格
も
多
様
な
展
開
を
見
せ
て
い
る

点
に
そ
の
原
因
が
あ
る
。
そ
し
て
「
出
藍
」
の
成
立
は
、
一
」
う
し
た
類
書
の
展
開
と

深
い
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
類
書
の
起
源
は
魏
の
文
帝
が
編
纂
を
命
じ
た
『
皇
覧
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
仮
に

こ
の
『
皇
覧
』
を
基
準
に
考
え
れ
ば
、
類
書
は
、
本
来
、
皇
帝
が
古
典
の
精
華
を
一

書
に
収
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
武
」
で
は
な
く
「
文
」
の
力
に
よ
っ
て
世
界
を
統

一
せ
ん
と
し
た
壮
大
な
意
図
を
持
つ
文
献
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
類
似
の
文
献
に

「
叢
書
」
が
あ
る
が
、
叢
書
は
複
数
の
単
行
本
を
そ
の
ま
ま
収
集
し
た
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
類
書
は
、
単
行
本
を
一
旦
ば
ら
ば
ら
に
分
節
し
、
天
璽
地
⑧
人
と
い

う
世
界
の
枠
組
に
沿
っ
て
そ
れ
ら
を
再
編
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
こ
う
し
た
操
作

に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
古
典
に
記
さ
れ
た
世
界
の
事
物
は
、
皇
帝
の
下
に
従
属
す
る

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
皇
覧
』
『
修
文
殿
御
覧
』
『
太
平
御
覧
』
等
の

書
名
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
そ
の
読
者
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
、
先
ず
、
他
な
ら

ぬ
皇
帝
自
身
で
あ
っ
た
。

　
但
し
、
こ
う
し
た
壮
大
な
意
図
は
と
も
か
く
、
類
書
は
実
質
的
に
は
、
皇
帝
や
側

近
の
詩
文
創
作
の
資
料
集
と
し
て
活
用
さ
れ
、
更
に
後
世
の
文
人
の
要
求
に
答
え
る

形
で
再
版
さ
れ
、
更
に
は
文
人
や
書
騨
の
手
に
よ
っ
て
、
よ
り
読
者
の
要
求
に
答
え

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

sokyu
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類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

得
る
新
た
な
姿
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
行
っ
た
。
白
居
易
の
『
白
氏
六
帖
』
、
陸
費
の

『
備
挙
文
言
』
、
張
伸
素
の
『
詞
圃
』
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
皇
帝
や
文
人

の
手
を
離
れ
、
広
く
民
間
に
流
布
し
た
『
免
園
策
府
』
、
縮
小
版
類
書
と
ち
言
う
べ

き
『
稽
瑞
』
、
顔
真
卿
に
よ
る
韻
引
の
『
韻
海
鏡
原
』
な
ど
、
類
書
は
多
様
な
展
開

を
見
せ
る
。
更
に
、
そ
の
韻
引
を
徹
底
さ
せ
た
『
韻
府
華
玉
』
『
侃
文
韻
府
』
、
語
頭

の
数
字
に
よ
っ
て
見
出
し
語
を
配
列
し
た
『
小
学
紺
珠
』
、
絵
図
に
よ
る
解
説
を
施

し
た
『
三
才
図
会
』
な
ど
も
、
類
書
の
本
来
的
理
念
の
上
に
更
に
読
者
へ
の
現
実
的

配
慮
を
加
味
し
た
新
し
い
類
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
う
し
た
類
書
の
展
開
が
、
中
国
の
文
化
史
、
特
に
科
挙
制
度
、
印
刷
出
版
技
術

の
進
展
、
読
書
人
⑧
読
書
観
の
変
容
な
ど
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
点
に
っ
い
て
は
既

に
前
稿
（
一
）
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
明
代
以
降
、
そ
う
し
た
状
況
を
背
景
と

し
て
、
類
書
は
更
に
新
た
な
様
相
を
見
せ
る
に
至
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
明
⑧
程
登
吉
編
『
幼
学
故
事
襲
林
』
、
宋
⑧
胡
継
宗
編
『
書
言
故
事
大
全
』
、
明
⑧

丘
溶
編
『
故
事
必
読
成
語
考
』
、
明
⑧
程
允
升
編
『
雅
俗
故
事
読
本
』
な
ど
は
、
そ

う
し
た
新
た
な
類
書
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
現
在
の
故
事
成
語
辞
典
の
先
駆
的
存
在
と

も
言
え
る
文
献
で
あ
る
。

　
先
ず
、
『
故
事
必
読
成
語
考
』
を
取
り
上
げ
、
従
来
の
類
書
と
如
何
な
る
点
が
異

な
る
の
か
、
具
体
的
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
『
故
事
必
読
成
語
考
』
は
、
全
体
を
三

十
四
部
に
分
け
、
天
文
⑧
地
輿
璽
歳
時
に
始
ま
り
、
身
体
⑧
宮
室
薗
器
用
な
ど
を
経

て
、
人
事
⑧
疾
病
死
喪
璽
鬼
神
に
終
わ
る
。
一
㌧
つ
し
た
構
成
は
、
従
来
の
類
書
と
変

わ
る
所
が
な
い
。
ま
た
、
そ
の
分
類
項
目
に
該
当
す
る
古
典
の
名
言
名
句
を
引
用
す

る
と
い
う
点
も
正
に
類
書
の
形
態
そ
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
引
用
文
は

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
氷
生
干
水
而
寒
干
水
、
比
学
生
過
干
先
生
、
青
出
干
藍
而
勝
干
藍
、
比
弟
子
優

　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
　
干
師
榑
。
（
師
生
）

　
　
「
氷
は
水
よ
り
生
じ
て
水
よ
り
寒
し
」
は
、
学
生
の
先
生
に
過
ぐ
る
に
比
す
。

　
　
「
青
藍
よ
り
出
で
て
藍
に
勝
つ
」
は
、
弟
子
の
師
樽
よ
り
優
る
に
比
す
。

　
こ
れ
は
、
氷
⑳
水
、
青
⑧
藍
の
順
序
を
逆
転
し
な
が
ら
も
、
明
ら
か
に
『
萄
子
』

勧
学
篇
を
踏
ま
え
た
記
載
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来
の
類
書
が
、
そ
の
意
味
や
表

現
の
揺
れ
を
伴
い
な
が
ら
も
、
飽
く
ま
で
「
勧
学
」
章
の
原
文
を
引
用
す
る
の
み
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
、
「
氷
生
干
水
而
寒
干
水
」
「
青
出
干
藍
而
勝
干
藍
」

と
い
う
原
文
の
意
味
を
、
各
々
「
比
学
生
過
干
先
生
」
「
比
弟
子
優
干
師
榑
」
と
編

者
が
自
ら
解
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
以
前
に
も
、
『
事
類
賦
』
の
よ
う
に
、
出
典
を
異
に
す
る
名
言
名
旬
を
、
賦

の
形
式
を
借
り
て
一
文
の
よ
う
に
連
続
さ
せ
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
各
句
は
飽
く
ま

で
古
典
か
ら
の
引
用
文
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
冊
府
元
亀
』
の
よ
う
に
、
各
分
類
項

目
の
冒
頭
に
、
そ
の
項
目
の
言
わ
ば
序
文
璽
総
論
に
当
た
る
短
文
を
編
者
が
書
き
下

ろ
す
場
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
と
て
、
そ
の
項
目
内
に
採
録
さ
れ
て
い
る
個
々

の
引
用
文
の
意
味
を
逐
一
解
説
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
『
故

事
必
読
成
語
考
』
は
、
従
来
の
類
書
の
枠
を
大
き
く
一
歩
踏
み
出
し
た
文
献
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
書
名
か
ら
し
て
も
、
既
に
、
こ
の
文
献
が
当
初
の
類
書

の
理
念
を
離
れ
、
著
名
な
故
事
薗
成
語
を
要
領
よ
く
読
者
に
提
供
せ
ん
と
意
図
し
て

編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
一
㌧
つ
し
た
性
格
を
持
っ
文
献
と
し
て
は
、
既
に
宋
代
に
、
『
史
記
』

の
中
の
著
名
な
語
句
を
摘
録
し
た
洪
蓬
の
『
史
記
法
語
』
、
同
じ
く
『
漢
書
』
の
語

旬
を
採
録
し
た
『
漢
窩
』
な
ど
が
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
、
採
録
対
象
の
文

献
を
『
漢
書
』
や
『
史
記
』
な
ど
特
定
の
一
書
に
限
定
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

『
故
事
必
読
成
語
考
』
等
は
、
限
定
を
設
け
ず
に
広
く
古
典
の
名
言
名
句
を
採
録
し
、



外
見
上
は
『
芸
文
類
聚
』
『
太
平
御
覧
』
な
ど
典
型
的
な
類
書
と
近
接
し
て
い
る
点

に
特
色
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
唐
の
『
意
林
』
は
、
諸
子
文
献
の
中
か
ら
著

名
な
語
句
を
摘
録
し
、
各
々
に
簡
潔
な
解
説
を
施
し
て
い
る
点
で
、
や
は
り
こ
れ
ら

の
文
献
の
先
駆
的
存
在
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
意
林
』
の
構
成
は
、

諸
子
の
文
献
単
位
で
あ
っ
て
、
個
々
の
句
を
天
地
人
な
ど
の
枠
に
沿
っ
て
再
編
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

類
書
の
理
念
と
は
基
本
的
な
相
違
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
故
事
必
読
成
語
考
』

等
は
、
従
来
の
類
書
に
類
似
し
な
が
ら
も
「
類
書
」
の
概
念
に
は
収
ま
り
き
ら
ぬ
特

異
な
文
献
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
文
献
目
録
の
上
で
も
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
位
置
付
け
は
決
し
て
一
様
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
は
右
の
四
書
を
全
く
収
録
し
て
い
な

い
が
、
『
燕
京
大
学
図
書
館
目
録
初
稿
類
書
之
部
』
（
郵
嗣
萬
、
燕
京
大
学
図
書
館
、

一
九
三
五
年
）
は
『
幼
学
故
事
襲
林
』
を
類
書
の
蒙
求
門
に
分
類
し
て
他
の
三
書
を

収
録
せ
ず
、
『
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
漢
籍
目
録
』
（
一
九
五
八
年
）
は
『
書
言

故
事
大
全
』
と
『
故
事
必
読
成
語
考
』
を
類
書
類
の
彙
考
之
属
に
分
類
し
て
他
の
二

書
を
収
録
せ
ず
、
『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』
（
一
九
八
七
年
）
は
四
書
全
て
を

類
書
類
に
記
載
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　
た
だ
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
新
し
い
類
書
は
、
明
代
以
降
、
印
刷
技
術
の

進
歩
や
読
者
層
の
拡
大
と
相
侯
っ
て
大
量
に
刊
行
さ
れ
、
多
く
の
読
者
に
新
し
い
読

書
の
形
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
古
典
を
巻
頭
か
ら
順
に
精
読
⑧
熟

読
し
て
行
く
と
い
う
読
み
で
は
な
く
、
古
典
の
精
華
、
と
り
わ
け
そ
の
名
言
名
句
を

要
領
よ
く
把
握
し
て
行
く
と
い
う
資
料
検
索
的
な
読
み
の
存
在
が
、
こ
う
し
た
テ
キ

ス
ト
か
ら
逆
に
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
一
」
う
し
た
性
格
の
文
献
に
於
て
、
「
勧
学
」
章
が
ど
の
よ
う
に
記
載
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

れ
て
い
る
か
、
右
の
『
故
事
必
読
成
語
考
』
を
含
め
て
表
4
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

表
4
　
故
事
成
語
辞
典
的
類
警
と

「
出
藍
」

85

雅 故 幼 書

俗 事 学 ・
｝
昌
日

必
書

故
読

故 故

事
成

事 事

読 語 壇 大 名

本 考 林 全

師 師 師 師 分
生 生 生 儒 類

× × X 青 見
出 出
於 し
藍 語

青沐 青氷 青沐 学

出生 出生 出生 勝

干干 干干 干干 於

藍水 藍水 藍水
而而 而而 而而

睡
至

意

勝寒 勝寒 勝寒 胃

干干 干干 干干 出
藍水、　　、 藍水、　　、 藍水、　　、 於

味

藍

謂比 比比 言胃比

弟学 弟学 弟学
解

子生 子生 子生
優過 優過 優過
干干 干干 干干

説

師先 師先 師先榑生◎　　、 榑生◎　　、 榑生◎　　、

萄＊ X 萄＊ 萄 出
子 子 子 典

X 学
不
可
以
已
、

引
青諦 青＊ 青
出 出 出
干 干 於
藍 藍 藍
而 而
勝 勝

而
生

目 用
干 干 於
藍
、

藍
、

藍
、

泳 沐 氷
生 生 生
干 干 於 文
水 水 水
而 而 而
寒 寒 寒
干 干 於
水 水 水

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）



類
書
と
成
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三
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湯
浅
）
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先
ず
、
分
類
項
目
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
師
儒
」
「
師
弟
」
な
ど
、
明
ら
か
に
師

弟
関
係
を
表
す
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
見
出
し
語
で
あ
る
が
、
表
4
で

見
出
し
語
を
立
て
て
い
る
の
は
『
書
言
故
事
大
全
』
の
み
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
青

出
於
藍
」
と
な
っ
て
い
て
、
や
は
り
宋
本
『
萄
子
』
の
「
青
取
之
於
藍
」
を
採
ら
ず
、

「
出
」
と
な
っ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
引
用
文
の
意
味
解
説
は
、

「
学
、
師
に
勝
つ
を
「
青
藍
よ
り
出
づ
」
と
云
う
」
「
弟
子
、
師
樽
よ
り
優
る
に
比
す
」

「
弟
子
、
師
榑
よ
り
優
る
を
謂
う
」
な
ど
と
明
ら
か
に
師
弟
関
係
の
逆
転
の
意
と
説

い
て
お
り
、
更
に
『
書
言
故
事
大
全
』
で
は
、
明
⑧
陳
玩
の
直
解
が
、
割
注
で
「
弟

子
学
ん
で
止
ま
ざ
れ
ば
師
に
勝
る
、
亦
た
是
の
如
き
な
り
」
「
此
の
両
節
末
者
本
に

勝
る
な
り
」
と
解
説
を
付
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
出
典
に
つ
い
て
も
、
『
書
言
故
事

大
全
』
が
『
萄
子
』
と
『
北
史
』
と
を
併
記
す
る
以
外
は
、
み
な
『
筍
子
』
と
記
し

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
故
事
成
語
辞
典
的
類
書
は
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
青
働
藍
、

泳
⑧
水
の
比
職
を
引
用
す
る
際
洩
そ
れ
を
先
ず
「
師
生
」
と
い
う
分
類
項
目
で
拘
束

し
、
更
に
編
者
自
ら
の
解
説
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
を
強
力
に
固
定
す
る
。
従
来
の

類
書
で
も
、
分
類
項
目
⑧
見
出
し
語
⑱
引
用
範
囲
⑧
出
典
の
掲
載
方
法
等
が
読
者
の

読
み
を
規
制
し
た
り
一
定
の
方
向
に
導
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
っ
た
訳
で
あ
る
が
、

そ
の
意
味
を
最
終
的
に
読
み
取
る
の
は
や
は
り
読
者
自
身
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
こ
れ
ら
の
故
事
成
語
辞
典
的
類
書
は
、
よ
り
強
く
、
読
者
の
読
み
を
唯
一
の
読

み
に
固
定
し
て
行
く
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
っ
と
も
、
第
一
級
の
知
識
人
は
、
こ
う
し
た
文
献
の
記
載
に
関
わ
ら
ず
、
『
萄

子
』
勧
学
篇
の
原
文
や
主
旨
を
正
し
く
理
解
し
続
け
た
で
あ
ろ
う
が
、
成
語
の
成
立

は
、
そ
れ
ら
一
部
の
知
識
人
の
読
み
取
り
の
み
に
よ
っ
て
齋
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
古
典
の
原
文
⑱
原
義
か
ら
華
離
し
た
読
み
が
、
原
典
か
ら
成
語
を
飛
翔
さ

せ
る
大
き
な
力
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
れ
ら
故
事
成
語

辞
典
的
類
書
は
、
『
萄
子
』
の
原
義
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
決
し
て
好
ま

し
い
文
献
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
も
の
の
、
逆
に
、
「
出
藍
」
を
『
萄
子
』
か
ら
飛

翔
さ
せ
、
著
名
な
成
語
へ
と
押
し
上
げ
て
行
く
最
大
の
貢
献
者
で
あ
っ
た
と
も
言
え

る
の
で
あ
る
。

五
、
類
奮
と
故
事
成
語
辞
典

　
「
杷
憂
」
や
「
沈
魚
落
雁
」
の
場
合
、
意
味
や
表
現
の
変
容
は
、
こ
れ
ら
故
事
成

語
辞
典
的
類
書
の
出
現
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
従
来
の
類
書
上
で
か
な
り
進
展
し
て

い
た
。
し
か
し
、
「
出
藍
」
の
場
合
は
、
右
に
検
討
し
た
通
り
、
類
書
の
歴
史
の
上

で
は
、
決
定
的
な
変
容
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
表
1
に
挙
げ
た
類
書
は
、
む
し
ろ
原
義

の
変
容
を
抑
止
し
て
い
る
と
も
言
え
た
。
詩
文
の
用
例
も
同
様
で
あ
り
、
李
諮
伝
の

用
例
が
明
ら
か
に
師
弟
関
係
の
逆
転
と
し
て
捉
え
る
一
方
、
依
然
と
し
て
原
義
に
忠

実
な
用
例
、
更
に
そ
の
い
ず
れ
に
も
分
類
し
得
な
い
多
様
な
用
例
が
見
ら
れ
た
。
類

書
も
詩
文
の
用
例
も
、
飽
く
ま
で
、
「
出
藍
」
登
場
の
素
地
を
提
供
し
て
い
た
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
従
来
の
類
書
の
概
念
を
越
え
る
新
し
い
類
書
が
登
場
し
、

読
書
人
に
新
た
な
読
み
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
が
「
出
藍
」
の
成
立

に
決
定
的
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
前
章
に
於
て
検
討
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
「
出
藍
」
と
類
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
概
括
が
可
能
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
先
ず
、
表
1
∫
3
に
掲
げ
た
よ
う
な
伝
統
的
な
類
書
を
「
類
書
」
と

定
義
す
れ
ば
、
「
杷
憂
」
や
「
沈
魚
落
雁
」
の
場
合
と
は
異
な
り
、
類
書
は
「
出
藍
」

誕
生
の
素
地
を
提
供
し
て
い
る
と
は
言
え
る
も
の
の
、
「
出
藍
」
の
成
立
に
決
定
的
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な
役
割
を
演
じ
て
は
お
ら
ず
、
む
し
ろ
原
義
の
変
容
を
抑
止
し
て
い
る
と
さ
え
言
え

る
。
一
方
、
表
4
で
取
り
上
げ
た
故
事
成
語
辞
典
的
類
書
を
も
「
類
書
」
の
範
曉
に

収
め
れ
ば
、
や
は
り
「
出
藍
」
の
成
立
も
、
類
書
の
存
在
と
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た

と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
二
種
の
概
括
が
可
能
に
な
る
と
い
う
点
が
、
「
杷
憂
」
や
「
沈
魚

落
雁
」
と
は
異
な
る
、
「
出
藍
」
独
自
の
類
書
と
の
関
わ
り
方
で
あ
る
。
そ
の
原
因

は
、
先
述
の
如
く
、
「
出
藍
」
の
出
拠
が
、
著
名
な
儒
家
の
文
献
『
萄
子
』
の
、
更

に
そ
の
冒
頭
部
に
あ
り
、
意
味
⑧
表
現
の
変
化
が
そ
れ
ほ
ど
容
易
に
は
起
こ
ら
な
か
っ

た
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
故
事
成
語
辞
典
的
類
書
を
「
類
書
」
と
定
義
す
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
文
献
の
記
載
は
、
「
出
藍
」
の
成
立
に
深
く
関
与
し
て
お
り
、
ま
た
現
行

の
故
事
成
語
辞
典
⑧
国
語
辞
典
の
記
載
に
も
依
然
と
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
最
後
に
本
章
で
は
、
現
行
の
日
本
⑧
中
国
の
辞
典
類
を
取
り
上
げ
、

こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
先
ず
、
中
国
の
辞
典
類
に
於
け
る
見
出
し
語
は
、
『
成
語
典
』
（
繧
天
華
主
編
、
復

興
書
局
、
一
九
七
一
年
）
や
『
辞
源
』
（
修
訂
本
、
辞
源
修
訂
組
⑧
商
務
印
書
館
編

輯
部
編
、
商
務
印
書
館
香
港
分
館
、
一
九
八
一
年
）
が
「
青
出
於
藍
」
、
『
漢
語
典
故

分
類
詞
典
』
（
《
漢
語
典
故
分
類
詞
典
》
編
写
組
、
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
　
一
九
八

九
年
）
が
「
青
出
干
藍
而
勝
干
藍
」
と
す
る
他
は
、
全
て
「
青
出
干
藍
」
で
統
一
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
表
記
は
、
古
く
は
、
後
漢
の
『
新
論
』
に
見
え
る
他
、
歴
代
類
書

の
見
出
し
語
や
引
用
文
に
も
見
ら
れ
た
通
り
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
原
文
の
一
部

（
と
さ
れ
て
い
る
も
の
）
を
そ
の
ま
ま
見
出
し
語
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
四
字
熟
語

と
し
て
の
安
定
感
も
あ
っ
て
固
定
し
て
行
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
『
国
語
成
語
大
全
』
（
郭
後
覚
編
、
中
華
書
局
、

一
九
二
六
年
）
が
「
比
方
学
生
勝
過
老
師
」
、
『
五
用
成
語
詞
典
』
（
周
宏
漢
編
、
学

林
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
が
「
比
楡
学
生
超
過
老
師
、
後
人
勝
過
前
人
」
と
、
転

義
の
み
を
掲
げ
る
の
を
除
け
ば
、
『
成
語
典
』
（
繧
天
華
主
編
、
復
興
書
局
、
一
九
七

一
年
）
が
「
楡
人
学
習
後
、
才
過
其
本
質
。
後
以
楡
弟
子
優
於
師
榑
」
、
『
中
華
成
語

大
辞
典
』
（
向
光
忠
ほ
か
主
編
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
が
「
原
比
楡

人
通
遇
学
習
可
以
増
長
才
干
而
超
過
本
性
。
後
比
楡
学
生
勝
過
老
師
或
後
人
勝
過
前

人
」
、
『
中
国
成
語
大
辞
典
』
（
王
剣
引
責
任
編
集
、
上
海
人
民
出
版
社
、
　
一
九
八
七

隼
）
が
「
後
以
「
青
出
干
藍
」
比
楡
学
生
超
過
老
師
或
後
人
勝
過
前
人
」
と
解
説
す

る
如
く
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
原
義
と
、
李
諮
伝
に
代
表
さ
れ
る
転
義
と
の
両
者
に

つ
い
て
概
ね
解
説
し
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
経
緯
や
理
由
に
つ
い
て
の
解
説
は
見
当

た
ら
な
い
。

　
ま
た
、
出
典
と
し
て
引
用
す
る
『
筍
子
』
の
原
文
に
つ
い
て
は
、
概
ね
宋
本
の

「
青
取
之
於
藍
」
を
採
用
し
て
い
る
が
、
で
は
な
ぜ
「
青
取
之
於
藍
」
か
ら
「
青
出

干
藍
」
と
い
う
表
現
に
転
じ
た
の
か
に
つ
い
て
の
説
明
は
見
ら
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
辞
典
類
は
、
肝
心
の
点
に
つ
い
て
疑
問
を
残
す
も
の
の
、

全
体
と
し
て
は
、
『
筍
子
』
勧
学
篇
の
原
義
、
李
譜
伝
に
代
表
さ
れ
る
転
義
の
存
在

を
読
者
に
明
示
し
て
お
り
、
「
出
藍
」
の
複
雑
な
来
歴
を
一
応
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
辞
典
類
に
は
、
や
や
問
題
点
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
代
表
的
な
故
事
成
語
辞
典
を
中
心
に
、
「
出
藍
」
の
解
説
状
況
を
表
5
に
ま

　
　
　
　
（
3
2
）

と
め
て
み
る
◎

　
先
ず
見
出
し
語
は
、
中
国
の
場
合
と
は
異
な
り
、
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り

青
し
」
と
「
出
藍
」
と
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
内
、
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り

青
し
」
は
歴
代
類
書
の
引
用
文
に
見
ら
れ
た
「
青
出
於
藍
而
青
於
藍
」
を
訓
読
し
た

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）
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も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
出
藍
」
は
類
書
の
見
出
し
語
に
も
見
ら
れ
た
「
青
出
於
藍
」

「
出
藍
更
青
」
「
青
出
藍
」
の
一
部
を
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
先
述
の
如
く
、

既
に
詩
文
の
中
に
も
「
出
藍
」
と
い
う
熟
語
と
し
て
の
用
例
が
存
在
し
て
い
た
。
し

か
し
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
『
萄
子
』
の
原
文
に
は
存
在
し
な
い
「
出
」
と
い
う

文
字
が
な
ぜ
見
出
し
語
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
疑
問
を
抱
く
読
者
も
あ
る
で

あ
ろ
う
。

　
次
に
、
意
味
解
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
表
5
で
は
A
B
C
の
記
号
に
よ
っ
て
分
類

し
た
。
A
は
、
原
義
（
『
筍
子
』
勧
学
篇
の
原
義
）
と
転
義
（
弟
子
が
師
よ
り
勝
る

と
い
う
意
味
）
を
併
記
す
る
も
の
、
B
は
、
そ
の
二
っ
の
意
味
を
併
記
す
る
が
、
ど

ち
ら
が
原
義
⑧
転
義
か
の
説
明
は
な
い
も
の
、
C
は
、
転
義
の
み
を
記
す
も
の
、
で

あ
る
。
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
の
辞
典
類
で
は
、
C
の
転
義
の
み
を
記
す

も
の
が
多
い
。
一
」
う
し
た
辞
典
で
は
、
原
義
⑧
転
義
の
存
在
自
体
が
読
者
に
は
伝
わ

ら
ず
、
こ
れ
が
古
来
唯
一
の
意
味
で
あ
っ
た
と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ

う
◎　

ま
た
、
そ
の
意
味
解
説
に
関
連
す
る
出
典
に
つ
い
て
は
、
◎
○
の
記
号
に
よ
っ
て

示
し
た
。
◎
は
、
『
萄
子
』
勧
学
篇
お
よ
び
他
の
文
献
（
『
北
史
』
李
譜
伝
等
）
を
出

典
と
し
て
提
示
す
る
も
の
、
○
は
、
『
荷
子
』
勧
学
篇
の
み
を
出
典
と
し
て
提
示
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
圧
倒
的
に
、
○
の
『
萄
子
』
勧
学
篇
の
み
を
出
典
と
し
て

表
5
　
故
事
成
語
辞
典

（
日
本
）
と
「
出
藍
」

⑧
意
味

⑧
出
典

⑧
引
用

取出○◎CBA
原
義
（
『
荷
子
』
勧
学
篇
の
原
義
）
と
転
義
（
弟
子
が
師
よ
り
勝
る
と
い
う
意
味
）
を
併
記
す
る
も
の

二
っ
の
意
味
を
併
記
す
る
も
の
（
ど
ち
ら
が
原
義
⑧
転
義
か
の
説
明
は
な
い
）

弟
子
が
師
よ
り
勝
る
と
い
う
意
味
（
転
義
）
の
み
を
記
す
も
の

『
荷
子
』
勧
学
篇
お
よ
び
他
の
文
献
（
『
北
史
』
李
譜
伝
等
）
を
出
典
と
し
て
提
示
す
る
も
の

『
荷
子
』
勧
学
篇
を
出
典
と
し
て
提
示
す
る
も
の

「
青
出
於
藍
」
「
青
出
藍
」
「
青
出
之
於
藍
」
な
ど
『
萄
子
』
の
本
文
を
「
出
」
に
作
る
も
の

『
萄
子
』
の
本
文
を
「
青
取
之
於
藍
」
に
作
る
も
の

辞

典
　
　
名

①
増
修
故
事
成
語
大
辞
典

②
　
故
事
熟
語
大
辞
典

出
　
し

証口目

青
ハ
藍
ヨ
リ
出
デ
テ
藍
ヨ
リ
モ
青
シ

出
藍

意
味CC

出
典◎

引

用

出出

sokyu
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⑱
　
広
辞
苑

⑰
日
本
国
語
大
辞
典

⑯
新
訂
本
言
日
海

⑮
大
漢
和
辞
典

⑭
字
源

⑬
中
国
故
事
成
語
大
辞
典

⑫
成
語
林

⑪
中
国
故
事
成
語
辞
典

⑪
四
字
熟
語
⑤
成
句
辞
典

⑨
故
事
成
語
名
言
己
大
辞
典

⑧
故
事
俗
信
こ
と
わ
ざ
大
辞
典

⑦
中
国
故
事
名
言
旨
辞
典

⑥
中
国
名
音
冒
辞
典

⑤
中
国
故
事
名
言
日
辞
典

④
故
事
成
語
こ
と
わ
ざ
事
典

③
故
事
こ
と
わ
ざ
辞
典

出
藍

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し

出
藍

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し

出
藍

出
藍

青
出
於
藍
青
出
於
藍
而
青
於
藍

出
藍

青
は
藍
よ
り
出
ず
青
出
於
藍

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し

出
藍
之
誉

出
藍

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
も
青
し

出
藍

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し

沐
青
は
は
水
こ
こ
れ
れ
を
を
藍
為
よ
し
り
て
出
水
し
よ
て
り
藍
寒
よ
し
り
青
　
し
　
、

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し

出
藍
の
巻
目
（
出
藍
之
誉
）

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し

C C C C B C B C B A A C C B C C C C A C C

○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

X X 取 出 出 取
（
出
）

取 出 取 取 取
（
出
）

取 出 取 出 出 出 出
（
取
）

出 出 取

類
書
と
成
語
（
三
）

（
湯
浅
）
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提
示
す
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
う
す
る
と
、
意
味
解
説
と
の
整
合
性
に
大
き
な
問
題

が
生
じ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
何
故
な
ら
、
出
典
が
○
で
あ
り
な
が
ら
、
意
味
解
説

が
C
の
も
の
は
、
『
筍
子
』
勧
学
篇
の
原
義
自
本
が
「
弟
子
が
師
に
勝
る
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
る
印
象
を
読
者
に
与
え
る
か
ら
で
あ
る
。
表
5
で
は
こ

の
組
み
合
わ
せ
が
十
四
も
あ
る
。
C
と
○
と
の
組
み
合
わ
せ
を
持
っ
辞
典
は
、
明
ら

か
に
、
出
典
と
意
味
解
説
と
が
合
致
し
て
い
な
い
、
或
い
は
両
者
の
関
係
の
説
明
が

不
十
分
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
出
典
と
し
て
提
示
さ
れ
る
『
萄
子
』
の
引
用
文
に
っ
い
て
も
問
題
が
あ
る
。

表
5
で
は
、
出
典
と
し
て
引
用
さ
れ
る
『
荷
子
』
の
原
文
を
、
「
青
出
於
藍
」
「
青
出

藍
」
「
青
出
之
於
藍
」
な
ど
「
出
」
に
作
る
も
の
を
「
出
」
の
記
号
で
、
ま
た
「
青

取
之
於
藍
」
に
作
る
も
の
を
「
取
」
の
記
号
で
表
し
た
。
通
常
、
『
荷
子
』
の
本
文

と
し
て
通
行
し
て
い
る
の
は
宋
本
の
「
取
」
の
方
で
あ
り
、
「
出
」
を
採
用
す
る
場

合
に
は
、
厳
密
に
言
え
ば
、
何
等
か
の
説
明
を
要
す
る
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
②

『
故
事
熟
語
大
辞
典
』
が
王
念
孫
の
説
を
基
に
『
萄
子
』
の
原
文
を
「
青
出
於
藍
」

に
作
る
旨
を
記
し
て
い
る
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
無
条
件
に
「
出
」
に
作
っ
て
い
る
。

む
ろ
ん
こ
れ
は
、
見
出
し
語
の
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」
や
「
出
藍
」

に
と
っ
て
は
好
都
合
で
あ
る
が
、
原
文
の
引
用
と
し
て
提
示
す
る
に
し
て
は
、
や
や

厳
密
さ
を
欠
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
一
方
、
引
用
文
を
宋
本
に
基
づ
い
て
「
取
」
と
表
記
す
る
③
『
故
事
こ
と
わ
ざ
辞

典
』
、
⑪
『
四
字
熟
語
⑧
成
句
辞
典
』
、
⑫
『
成
語
林
－
故
事
こ
と
わ
ざ
慣
用
旬
』
、

⑬
『
中
国
故
事
成
語
大
辞
典
』
な
ど
に
も
、
今
度
は
逆
の
問
題
が
指
摘
し
得
る
。
っ

ま
り
、
出
典
の
記
載
が
「
青
取
之
於
藍
」
な
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
成
語
の
表
現
が

「
出
藍
」
や
「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
…
…
」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

点
に
つ
い
て
疑
問
を
持
つ
読
者
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、

「
取
」
と
表
記
し
た
上
で
更
に
元
刻
本
の
「
出
」
の
存
在
を
指
摘
し
、
成
語
の
表
現

の
由
来
を
一
応
解
説
し
て
い
る
の
は
、
⑪
『
中
国
故
事
成
語
辞
典
』
と
⑮
『
大
漢
和

　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

辞
典
』
の
み
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
他
に
も
、
引
用
文
に
纏
わ
る
問
題
点
は
多
い
。
例
え
ば
、
⑦
『
中
国

故
事
名
言
辞
典
』
の
よ
う
に
、
見
出
し
語
に
併
記
さ
れ
て
い
る
原
文
「
青
出
於
藍
而

青
於
藍
」
と
出
典
解
説
の
中
で
の
訓
読
「
青
ハ
コ
レ
ヲ
藍
ヨ
リ
取
リ
テ
、
藍
ヨ
リ
青

シ
」
と
が
合
致
し
て
い
な
い
も
の
、
⑧
『
故
事
俗
信
こ
と
わ
ざ
大
辞
典
』
の
「
青
出

之
藍
」
や
⑭
『
字
源
』
の
「
青
出
干
藍
」
の
よ
う
に
、
引
用
さ
れ
て
い
る
『
萄
子
』

の
原
文
が
宋
本
と
も
元
刻
本
と
も
異
な
り
何
に
基
づ
く
か
不
明
の
も
の
、
⑨
『
故
事

成
語
名
言
大
辞
典
』
（
鎌
田
正
⑧
米
山
寅
太
郎
、
大
修
館
書
店
、
　
一
九
八
八
年
）
や

⑰
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
よ
う
に
、
同
一
辞
典
内
の
見
出
し
語
「
青
は
藍
よ
り
出

で
て
藍
よ
り
青
し
」
と
「
出
藍
」
と
で
、
そ
の
引
用
文
の
表
記
が
一
方
で
は
「
出
」
、

一
方
で
は
「
取
」
と
異
な
る
も
の
な
ど
、
引
用
文
と
見
出
し
語
、
引
用
文
と
意
味
解

説
、
引
用
文
相
互
の
矛
盾
な
ど
多
く
の
問
題
が
存
在
す
る
。

　
更
に
、
中
国
の
辞
典
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
点
と
し
て
、
「
出
藍
の
誉
れ
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
⑩
『
四
字
熟
語
⑧
成
旬
辞
典
』
が
「
出
藍
之
誉
」
と
い
う
見
出
し

語
を
立
て
る
ほ
ど
、
日
本
で
は
よ
く
使
用
さ
れ
る
成
語
で
あ
り
、
他
の
辞
典
で
も
こ

れ
を
「
参
考
」
や
「
同
義
語
」
と
し
て
取
り
上
げ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ

に
つ
い
て
、
そ
の
表
現
の
成
立
や
用
例
を
提
示
し
て
い
る
辞
典
は
見
ら
れ
な
い
。
こ

れ
ら
の
辞
典
で
は
、
一
方
で
は
、
出
典
と
し
て
『
萄
子
』
を
掲
げ
て
お
き
な
が
ら
、

「
出
藍
の
誉
れ
」
を
同
義
と
し
て
示
す
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
た
か
も
、
『
萄
子
』
自
体

に
「
出
藍
の
誉
れ
」
と
い
う
意
味
や
表
現
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
読
者
に

与
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
「
出
藍
の
誉
れ
」
は
「
勧
学
」
章
の
原
義
が
師
弟
関
係
の
逆
転
と
い
う
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意
味
に
大
き
く
転
じ
、
「
出
藍
」
と
い
う
表
現
の
ま
と
ま
り
が
成
立
し
た
後
、
更
に

そ
の
意
を
強
調
す
る
文
脈
の
中
で
、
「
誉
れ
」
を
付
加
し
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
、
先
に
検
討
し
た
詩
文
の
用
例
の
中
で
も
、
「
出
藍
之
誉
」
は
、

漸
く
金
の
元
好
問
の
文
の
中
に
見
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
来
歴
を
無
視
し
て
、
「
出

藍
の
誉
れ
」
と
『
萄
子
』
と
を
直
結
さ
せ
る
の
は
余
り
に
短
絡
的
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。　

但
し
、
逆
に
、
中
国
の
辞
典
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
特
長
も
存
在
す
る
。
日
本
の

辞
典
で
は
、
⑯
『
新
訂
大
言
海
』
な
ど
、
類
義
語
と
し
て
「
出
色
」
と
い
う
例
を
挙

げ
る
場
合
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
国
の
辞
典
に
は
見
ら
れ
な
い
重
要
な
指
摘
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
先
に
詩
文
の
用
例
を
検
討
し
た
際
に
、
そ
の
第
五
の
例
と
し
て
、
同

類
の
他
の
も
の
よ
り
も
優
れ
る
と
い
う
意
味
で
の
使
用
例
を
取
り
上
げ
た
が
、
そ
れ

は
正
に
「
出
色
」
と
い
う
意
味
に
他
な
ら
な
い
。
前
稿
（
二
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

「
沈
魚
落
雁
」
は
「
閉
月
義
花
」
と
い
う
成
語
と
共
鳴
現
象
を
生
ず
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
意
味
と
表
現
と
を
最
終
的
に
固
定
し
た
と
推
測
さ
れ
た
が
、
こ
の
「
出
藍
」

に
つ
い
て
も
、
表
現
上
類
似
し
た
「
出
色
」
と
の
共
鳴
が
、
そ
の
表
現
と
意
味
と
の

固
定
に
一
役
買
っ
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
確
か
に
示
唆
的
で
あ
る
と
言
え
る
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
そ
の
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
ま
た
、
や
は
り
前
記
の
よ

う
な
種
々
の
問
題
点
は
覆
い
難
い
も
の
が
あ
る
。

　
以
上
、
日
本
の
辞
典
類
を
検
討
し
て
き
た
が
、
総
じ
て
中
国
の
辞
典
よ
り
も
多
く

の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
辞
典
類

で
は
、
学
術
論
文
の
文
章
と
は
異
な
り
、
担
当
者
が
限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
で
止
む
を

得
ず
簡
略
に
記
載
す
る
な
ど
、
多
く
の
制
約
を
伴
う
場
合
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

膨
大
な
辞
典
を
一
人
あ
る
い
は
少
数
の
執
筆
者
で
完
成
さ
せ
る
の
は
甚
だ
困
難
で
も

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

あ
り
、
ど
う
し
て
も
多
数
の
分
担
執
筆
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
結
果
、
全
体

と
し
て
の
整
合
性
⑧
体
系
性
な
ど
に
問
題
を
残
す
の
は
む
し
ろ
当
然
の
現
象
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
辞
典
類
を
分

析
の
対
象
と
す
る
こ
と
自
本
に
無
理
が
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
敢
え

て
こ
れ
ら
を
狙
上
に
載
せ
た
の
は
、
現
代
の
辞
典
類
の
抱
え
る
諸
問
題
が
、
先
に
検

討
し
た
類
書
や
故
事
成
語
辞
典
的
類
書
の
記
載
に
そ
の
淵
源
を
持
つ
と
思
わ
れ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
歴
代
の
類
書
で
は
、
概
ね
「
青
出
於
藍
」
を
『
荷
子
』
の
原
文
と
し
て
提
示
し
、

ま
た
「
学
不
可
以
已
」
と
い
う
勧
学
篇
の
主
題
を
表
す
一
句
を
欠
落
さ
せ
て
い
た
。

ま
た
こ
の
『
萄
子
』
の
一
節
を
「
師
生
」
の
部
に
分
類
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
が
既
に
「
出
藍
」
成
立
の
素
地
を
提
供
し
、
読
者
の
読
み
に
微
妙
な
影
響
を
与

え
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、
更
に
『
故
事
必
読
成
語
考
』
な
ど
故
事
成
語
辞
典
的
類
書

で
は
、
「
青
出
於
藍
」
を
『
萄
子
』
の
原
文
と
し
て
提
示
し
た
上
で
、
そ
の
意
味
を

「
弟
子
が
師
よ
り
勝
る
」
と
逐
語
的
に
解
説
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
類
書
と
「
出
藍
」

と
の
歴
史
は
、
出
典
は
『
荷
子
』
勧
学
篇
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
意
味
は
「
弟
子
が

師
よ
り
勝
る
」
で
あ
る
と
い
う
、
出
典
と
意
味
解
説
と
の
矛
盾
を
醸
成
し
、
原
文
の

「
取
」
で
は
な
く
、
「
出
」
を
構
成
要
素
に
含
む
成
語
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
類
書
な
ど
と
は
全
く
無
縁
に
見
え
る
現
代
の
辞
典
類
も
、
実
は
、
こ
う
し
た
類
書

の
陰
影
を
今
な
お
引
き
摺
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

結

言重
圓同

本
稿
で
は
、
「
出
藍
」
の
成
立
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
類
書
と
成
語
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
既
に
検
討
し
た
「
杷
憂
」
「
沈
魚
落
雁
」
の
例
で



類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

2
　
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
成
語
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
著
名
な
文
献
中
の
用
例

9　
　
や
高
名
な
文
人
の
詩
文
の
用
例
の
み
が
と
か
く
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

　
　
古
典
の
意
味
や
表
現
が
変
容
し
つ
つ
成
語
と
し
て
確
立
し
て
行
く
過
程
に
は
、
よ
り

　
　
広
範
な
読
書
人
の
「
読
み
」
の
関
与
を
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
「
出
藍
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
、
そ
の
転
義
の
契
機
は
『
北
史
』
李
譜
伝
に

　
　
あ
り
、
表
現
の
起
源
は
元
刻
本
『
萄
子
』
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
李
譜

　
　
伝
や
元
刻
本
の
登
場
す
る
遥
か
以
前
か
ら
、
『
筍
子
』
勧
学
篇
「
勧
学
」
章
は
、
類

　
　
書
と
い
う
テ
キ
ス
ト
上
で
静
か
な
変
容
を
遂
げ
っ
っ
読
者
に
提
供
さ
れ
続
け
て
い
た

　
　
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
出
藍
」
の
典
拠
は
著
名
な
．
儒
家
の
文

　
　
献
『
荷
子
』
の
、
そ
の
巻
頭
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
原
義
の
変
容
は
そ
れ
ほ
ど
容

　
　
易
に
は
進
展
せ
ず
、
他
の
詩
文
の
用
例
で
も
、
特
に
李
譜
伝
の
よ
う
な
意
味
が
唯
一

　
　
の
意
味
と
し
て
固
定
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

　
　
　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
類
書
自
身
が
読
者
の
要
求
に
答
え
る
形
で
大
き
な
変
容

　
　
を
遂
げ
、
更
に
広
範
な
読
者
層
を
対
象
に
、
新
た
な
読
み
を
提
供
し
て
行
っ
た
。

　
　
『
書
言
故
事
大
全
』
『
故
事
必
読
成
語
考
』
の
よ
う
な
故
事
成
語
辞
典
的
類
書
の
登
場

　
　
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
、
古
典
の
名
言
名
句
を
引
用
し
っ
っ
、
編

　
　
者
自
ら
が
そ
の
意
味
を
逐
語
的
に
解
説
し
て
い
く
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

　
　
類
書
や
詩
文
の
用
例
が
徐
々
に
醸
成
し
て
き
た
意
味
⑧
表
現
の
変
容
の
過
程
に
、
決

　
　
定
的
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
て
、
「
出
藍
」
は

　
　
『
葡
子
』
勧
学
篇
の
原
義
か
ら
罪
離
し
、
専
ら
、
弟
子
が
師
よ
り
勝
る
と
い
う
意
味

　
　
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
類
書
と
成
語
と
の
関
わ
り
は
、
成
語
個
々
の
持
つ
事
情
に
よ
っ
て

　
．
様
々
で
あ
る
と
は
言
え
、
成
語
の
成
立
過
程
に
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
洲
）

　
　
か
っ
た
類
書
の
存
在
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
、
や
は
り
確
実
の
よ
う
で
あ
る
。

　
類
書
と
い
う
テ
キ
ス
ト
は
、
「
葦
編
三
絶
」
「
読
書
百
偏
」
式
の
読
書
以
外
に
も
、

多
様
な
古
典
の
読
み
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
そ
う
し
た
読
書

と
読
者
と
が
成
語
の
確
立
に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（　注
1

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
拙
稿
「
類
書
と
成
語
1
「
杷
憂
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
島
根
大
学
教
育
学
部

附
属
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
三
号
、
一
九
九
三
年
）
、
「
類
書
と
成
語

（
二
）
－
「
沈
魚
落
雁
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
1
」
（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
編

『
国
語
教
育
論
叢
』
第
四
号
、
一
九
九
四
年
）
。
な
お
、
以
下
で
は
便
宜
上
、
前
者
を
前

稿
（
一
）
、
後
者
を
前
稿
（
二
）
と
略
称
す
る
。

　
原
文
は
、
「
以
楡
学
則
才
過
其
本
性
也
」
。
以
下
、
原
文
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
注
記
す
る
。

　
な
お
、
『
北
史
』
は
、
魏
か
ら
晴
ま
で
の
北
朝
四
代
の
歴
史
を
唐
の
李
廷
寿
が
編
纂

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
李
譜
伝
の
こ
の
記
事
は
既
に
『
魏
書
」
（
北
斉
国
魏
収
）
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
後
述
の
よ
う
に
、
李
譜
伝
の
出
典
を
『
魏
書
」
と
す
る

も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
こ
の
『
通
俗
篇
』
の
よ
う
に
『
北
史
』
と
し
て
い
る
。
本
稿

で
も
、
李
諮
伝
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
『
北
史
』
と
記
載
す
る
。

　
李
譜
、
　
…
少
好
学
、
博
通
諸
経
、
周
覧
百
氏
。
初
師
事
ハ
学
博
士
孔
播
。
数
年
後
、

播
還
就
譜
請
業
。
同
門
生
為
之
語
日
、
青
成
藍
、
藍
謝
青
、
師
何
常
、
在
明
経
。
（
『
北

史
」
李
譜
伝
）

　
ま
た
、
合
山
究
『
故
事
成
語
』
（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
一
年
）
は
、
主
要
な

成
語
の
成
立
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
が
、
こ
の
「
出
藍
」
の
転
義
に
つ
い

て
は
、
こ
の
李
譜
伝
の
存
在
を
旨
摘
し
た
上
で
、
「
す
で
に
こ
の
こ
ろ
に
は
、
　
　
・
弟

子
が
師
よ
り
も
す
ぐ
れ
る
と
い
う
意
で
も
ち
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
あ
る
い
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（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

12　11
（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

は
、
こ
の
李
謹
伝
か
ら
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
も
し
れ

な
い
」
と
説
く
。

　
例
え
ば
、
金
谷
治
『
萄
子
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
一
年
）
は
、
コ
兀
刻
本
に
は
「
青

出
之
藍
」
と
あ
っ
て
、
『
困
学
紀
聞
』
十
に
引
か
れ
た
建
本
と
同
じ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
「
出
藍
の
誉
れ
」
の
語
は
こ
こ
に
も
と
つ
く
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
辞
典
類
の
記
載

に
つ
い
て
は
本
稿
第
五
章
で
後
述
す
る
。

　
今
以
浬
染
絡
則
黒
於
浬
、
以
藍
染
青
則
青
於
藍
。
浬
非
糟
也
、
青
非
藍
也
、
薮
雅
遇

其
母
而
無
能
復
化
已
。
是
何
則
、
以
諭
其
転
而
益
薄
也
。
何
況
夫
未
始
有
浬
藍
増
化
之

者
乎
。
（
『
准
南
子
』
傲
真
訓
）

　
君
子
日
、
学
不
可
以
已
。
青
取
之
於
藍
而
青
於
藍
、
泳
水
為
之
而
寒
於
水
。
・
（
『
大
戴

礼
記
』
勧
学
篇
）

　
伝
日
、
青
采
出
於
藍
、
而
質
青
於
藍
者
、
教
使
然
也
。
（
『
史
記
』
三
王
世
家
）

　
性
情
未
錬
、
則
神
明
不
襲
。
警
諸
金
木
、
金
性
琶
水
、
水
性
藏
火
。
故
錬
金
則
水
出
、

鐘
木
而
火
生
。
人
能
務
學
鐘
錬
其
性
、
則
木
慧
襲
実
。
青
出
於
藍
而
青
於
藍
、
染
使
然

也
。
氷
生
於
水
而
冷
於
水
、
寒
使
然
也
。
鏡
出
於
金
而
明
於
金
。
螢
使
然
也
。
戎
夷
之

子
、
生
而
同
聲
、
長
而
異
語
、
教
使
然
也
。
（
『
新
論
」
崇
学
篇
）

　
青
出
於
藍
而
勝
於
藍
、
染
使
然
也
（
『
劉
子
』
崇
学
篇
）

　
各
有
師
資
、
逓
相
倣
数
、
或
自
開
戸
隔
、
或
未
及
門
塙
、
或
青
出
於
藍
、
或
泳
寒
於

水
、
似
類
之
間
、
精
粗
有
別
。
（
『
歴
代
名
画
記
」
巻
二
、
叙
師
資
云
授
南
北
時
代
）

　
東
壊
蓋
学
徐
浩
書
、
山
谷
（
黄
庭
堅
）
蓋
学
沈
榑
師
書
、
皆
青
過
於
藍
者
。
然
二
公

深
講
之
。
（
『
著
渓
漁
隠
叢
話
後
集
』
「
山
谷
」
）

　
廉
布
…
…
書
山
水
、
尤
工
枯
木
叢
竹
、
奇
石
松
柏
、
本
學
東
披
、
青
出
干
藍
。
（
『
図

絵
宝
鑑
」
巻
四
、
宋
南
渡
後
」
）

　
少
日
學
詩
干
朱
巨
観
、
學
書
干
任
君
謹
、
遂
有
出
藍
之
誓
。
（
『
中
州
集
』
巻
五
、
密

類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

国
公
蓑
）

　
但
し
こ
れ
ら
は
、
弟
子
が
元
の
師
を
越
え
る
ほ
ど
に
上
達
し
た
と
い
う
意
味
で
使
用

さ
れ
て
お
り
、
李
謹
伝
の
よ
う
に
、
元
の
師
が
直
接
弟
子
に
教
え
を
請
う
と
い
う
よ
う

な
具
体
的
な
師
弟
の
立
場
の
逆
転
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
徳
璋
生
於
封
籍
、
而
文
爲
彫
飾
、
青
於
藍
実
。
（
『
詩
晶
』
）

　
誰
道
衆
賢
能
継
体
、
須
知
箇
箇
出
於
藍
。
（
包
何
「
相
里
使
君
第
七
男
生
日
」
）

　
賦
者
、
古
詩
之
流
也
、
始
草
創
於
萄
宋
、
漸
恢
張
於
賀
馬
、
氷
生
乎
水
、
初
襲
本
於

典
墳
、
青
出
於
藍
、
復
増
華
於
風
雅
、
而
後
譜
四
聲
、
桂
八
病
、
信
斯
文
之
美
者
。

（
『
白
氏
長
慶
集
」
巻
二
十
一
）

　
天
費
出
藍
之
作
、
本
以
爲
公
家
賓
、
而
公
乃
軽
以
與
人
。
（
蘇
拭
「
与
朱
康
叔
書
」
）

　
李
書
卿
謂
公
之
五
代
史
、
比
順
宗
實
録
有
出
藍
之
色
、
似
実
。
（
『
丹
鉛
雑
録
」
五
代

史
学
史
記
）

　
こ
れ
ら
同
類
の
も
の
よ
り
優
れ
る
と
い
う
意
味
は
、
「
出
色
」
と
も
関
係
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
本
稿
第
五
章
参
照
。

　
な
お
、
こ
の
他
、
明
⑧
林
茂
桂
の
『
南
北
朝
新
語
』
に
は
、
李
譜
伝
の
用
例
を
巻
二

「
学
問
」
の
部
に
採
録
し
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
李
譜
伝
を
典
拠
と
し
て
採
録
す

る
類
書
で
は
、
概
ね
そ
れ
を
「
師
弟
」
の
部
に
分
類
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
こ
の

文
献
は
、
李
譜
伝
を
採
録
し
な
が
ら
も
、
そ
の
意
味
を
、
師
弟
関
係
で
は
な
く
学
問
と

位
置
付
け
る
点
に
特
色
が
あ
る
と
言
え
る
。
但
し
、
『
南
北
朝
新
語
』
に
は
「
師
弟
」

の
項
目
は
な
く
、
本
来
「
師
弟
」
に
分
類
す
べ
き
こ
の
資
料
を
や
む
な
く
「
学
問
」
の

部
に
分
類
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
用
例
の
冒
頭
に
紹
介
し
た
『
准

南
子
』
の
例
は
、
①
か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
せ
ず
、
唯
一
悪
い
意
味
で
使
用

し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
稿
（
一
）
参
照
。
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）

　
　
　
　
類
書
と
成
語
（
三
）
（
湯
浅
）

　
こ
の
詳
細
に
っ
い
て
は
、
前
稿
（
二
）
参
照
。

　
類
書
の
定
義
に
っ
い
て
は
、
前
稿
（
一
）
に
示
し
た
通
り
、
取
り
敢
え
ず
「
世
界
」

「
分
類
」
「
引
用
」
と
い
う
三
大
要
素
を
基
礎
的
条
件
と
し
て
考
え
た
い
。
但
し
、
前
稿

（
一
）
（
二
）
同
様
、
こ
の
定
義
に
は
抵
触
す
る
が
、
『
韻
府
群
玉
」
『
侃
文
韻
府
』
も
参

考
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
類
書
の
性
格
も
時
代
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
変
化
し
て

お
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
四
章
で
後
述
す
る
。
な
お
、
各
類
書
の
テ
キ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
を
使
用
す
る
。

　
こ
の
『
書
言
故
事
大
全
』
に
つ
い
て
、
長
澤
規
矩
也
「
和
刻
本
類
書
集
成
解
題
」

（
『
著
作
集
』
第
十
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
）
は
、
「
原
編
者
が
宋
の
胡
氏
で
あ

る
こ
と
を
初
め
、
編
修
に
っ
い
て
は
疑
わ
し
い
こ
と
が
多
い
」
と
す
る
。
ま
た
、
「
こ

の
種
の
故
事
集
中
、
江
戸
時
代
に
最
も
広
く
行
な
わ
れ
た
書
で
あ
り
、
明
末
に
も
度
々

出
版
さ
れ
た
」
と
説
く
。

　
底
本
に
は
、
『
和
刻
本
類
書
集
成
」
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
）
所
収
本
『
新
錆
詳

解
丘
襲
山
故
事
必
読
成
語
考
」
二
巻
を
使
用
す
る
。

　
な
お
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
『
新
鏑
詳
解
丘
頚
山
故
事
必
読
成
語
考
』
一

巻
（
師
生
）
は
、
こ
の
四
旬
に
該
当
す
る
部
分
を
「
青
出
干
藍
而
寒
干
水
、
比
學
生
過

干
先
生
」
の
二
句
に
作
る
。

　
因
み
に
『
意
林
』
は
、
『
荷
子
』
の
中
か
ら
約
二
十
条
を
採
録
す
る
が
、
そ
の
筆
頭

に
、
「
青
出
子
藍
、
而
青
干
藍
、
沐
生
干
水
、
而
寒
子
水
、
君
子
居
必
揮
郷
、
遊
必
揮

士
、
防
邪
僻
也
」
と
記
し
て
い
る
。

　
各
々
、
底
本
に
は
、
『
和
刻
本
類
書
集
成
」
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
）
所
収
本
を

使
用
す
る
。
な
お
、
こ
の
内
、
『
書
言
故
事
大
全
』
は
、
類
書
集
成
本
で
は
、
「
氷
生
於

水
而
寒
於
水
」
に
作
る
が
、
「
生
於
水
」
の
上
に
「
水
為
之
」
と
い
う
書
き
入
れ
（
訂

正
）
が
見
え
る
。
ま
た
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
本
は
、
「
師
儒
類
」
を
「
儒

（
3
2
）

（
3
3
）

学
類
」
に
作
る
。

　
表
5
に
取
り
上
げ
た
辞
典
の
名
称
、
編
著
者
、
出
版
社
、
刊
行
年
は
各
々
次
の
通
り

で
あ
る
。

①
『
増
修
故
事
成
語
大
辞
典
』
（
簡
野
道
明
、
明
治
書
院
、
一
九
二
一
年
）

②
『
故
事
熟
語
大
辞
典
」
（
池
田
四
郎
次
郎
、
宝
文
館
、
一
九
二
二
年
）

③
『
故
事
こ
と
わ
ざ
辞
典
』
（
鈴
木
巣
三
一
広
田
栄
太
郎
、
東
京
堂
、
一
九
五
六
年
）

④
『
故
事
成
語
こ
と
わ
ざ
事
典
』
（
石
田
博
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
）

⑤
『
中
国
故
事
名
言
辞
典
』
（
岡
本
墜
二
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
六
年
）

⑥
『
中
国
名
言
辞
典
』
（
金
岡
照
光
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
七
年
）
一

⑦
『
中
国
故
事
名
言
辞
典
』
（
加
藤
常
賢
㊥
水
上
静
夫
、
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）

⑧
『
故
事
俗
言
こ
と
わ
ざ
大
辞
典
」
（
尚
学
図
書
編
、
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）

⑨
『
故
事
成
語
名
言
大
辞
典
』
（
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
、
大
修
館
書
店
、
　
一
九
八
八

　
年
）

⑪
『
四
字
熟
語
㊥
成
句
辞
典
』
（
竹
田
晃
、
講
談
社
、
一
九
九
〇
年
）

⑪
『
中
国
故
事
成
語
辞
典
』
（
金
岡
照
光
、
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
）

⑫
『
成
語
林
－
故
事
こ
と
わ
ざ
慣
用
句
』
（
尾
上
兼
英
、
旺
文
社
、
一
九
九
二
年
）

⑬
『
中
国
故
事
成
語
大
辞
典
』
（
和
泉
新
⑧
佐
藤
保
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
二
年
）

⑭
『
字
源
』
（
簡
野
道
明
、
角
川
書
店
、
一
九
二
一
二
年
）

⑮
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
五
五
∫
六
〇
年
）

⑯
『
新
訂
大
一
言
海
」
（
大
槻
文
彦
、
冨
山
房
、
一
九
五
六
年
）

⑰
『
日
本
国
語
大
辞
典
」
（
小
学
館
、
一
九
七
二
∫
七
六
年
）

⑱
『
広
辞
苑
』
第
四
版
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

　
但
し
、
先
述
の
如
く
、
「
出
」
が
元
刻
本
の
表
記
に
基
づ
く
と
い
う
通
説
に
つ
い
て

は
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
他
の
詩
文
の
用
例
や
類
書
の
採
録
状
況
に
よ
れ
ば
、
そ
の



　
　
起
源
は
元
刻
本
を
遥
か
に
遡
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
3
4
）
　
本
稿
で
は
、
類
書
が
読
書
人
の
読
み
に
与
え
た
影
響
と
い
う
方
向
性
に
つ
い
て
特
に

　
　
論
じ
た
が
、
一
方
、
読
書
人
の
読
み
や
要
求
を
類
書
の
側
が
す
く
い
上
げ
て
い
る
と
い

　
　
う
逆
の
影
響
関
係
も
当
然
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
テ
キ
ス
ト
と
読
者
と
は
相
互
に
密

　
　
接
な
関
係
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

［
付
記
］

　
　
本
稿
は
、
平
成
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
総
合
研
究
（
A
）
「
類

　
書
の
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
加
地
伸
行
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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類
書
と
成
語
（
三
）

（
湯
浅
）


